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本会Ҏ外の学会およ
ͼ研究会・ҕ員会か
らのご案内をࡌܝし
ます．

͝Ҋ಺

第�1回θΦϥΠトൃڀݚ表ձ

主催：一ൠࣾஂ๏人日本θオライト学会
協賛：一ൠࣾஂ๏人日本地質学会ほか
೔࣌ɿ2025ʢྩ࿨�ʣ年��݄2�೔ʢ໦ʣʙ2�
೔ʢۚʣ
会場：富山国際会議場（˟930-0084富山市大
ख町1-2）
ςーϚ：θオライト，メソଟ޸ମ，およͼͦ
のྨԑ化合物に関連しͨ研究のૅجからԠ༻
まで
講ԋਃࠐక੾ɿ2025年�݄��೔ʢۚʣ
予ߘ原ߘక੾：2025年10月24日（金）（9月中
にࣥච要ྖをおૹりします．）
参加登録費：本研究会の発表およͼ参加に
は，参加登録がඞ要です．本年౓は1ayvent
による登録およͼܾࡁをߦいます．2025年8
月1日（金）Ҏ߱，ԼهUR-から参加登録と
参加費のࢧ෷いをߦってくͩ͞い．なお，研
究発表会当日の参加登録はご͟いませΜので
ご஫ҙくͩ͞い．
࠙਌会：2025年11月27日（木）講ԋऴྃ後，
富山県ຽ会館8階（申込క੾：2025年11月21
日）
研究発表会の開催に関する࠷新の情報はホー
ム ϖ ー ジ（https://jza-online.org/events/）
にਵ࣌ࡌܝいͨしますので，దٓごཡいͨͩ
͖ますようおئい申し্͛ます．
問い合わせ先：௴ൣ立（富山大学），田口໌

（富山大学）
TE-:076–445–6925，Email :atagu!ctg.
u-toyama.ac.jp（田口）

教員・職員ެื等のٻ人χϡ
ース原ߘに͖ͭましては，࠾
༻݁Ռをお知らせい͚ͨͩま
すようおئい致します．

ެื

౦ژେֶେؾւ༸ڀݚॴڭһ
ʢॿڭʣެื

職名ٴͼ人਺：ॿ教1名
2026年1月Ҏ߱ので͖る͚ͩ：ظ予定࣌༺࠾
ૣい࣌ظ
೚5：ظ年（ୠし，৹査をܦて１回にݶり̑
年Ҏ内で࠶೚͞Εる͜とが͋ります）
Εͨ日から14 日間͞༺࠾：間ظ༺ࢼ
ब業場所：大ؾ海༸研究所（ઍ༿県ദ市ദの
༿5ʵ1ʵ5）
มߋのൣғ 本学のࢦ定する場所（഑ஔ׵え
ຢはग़޲をҙに൓して໋͡らΕる͜とは原ଇ
ない．ৄࡉは東京大学教員のब業に関するن
ఔ第4 ৚による．）
所属： 海༸地球シスςム研究ܥ 海༸ఈ科学
෦門
ެืのझٴࢫͼ業務内༰：海༸地球シスςム
研究ܥ海༸ఈ科学෦門では，地質学・地球物
ཧ学・地球化学の先୺的୳査・ܭଌ・ࢉܭ機
によるϞσリンά等のख๏を࢖ۦする͜とに
より，աڈからࡏݱにࢸる，海༸を中心とす
る大ؾ・海༸・཮্・ઇණ圏をؚΉ地球シス
ςムมಈとͦΕに൐う物質॥ٴ؀ͼμイφϛ
クスをแׅ的に解໌する͜とを目ࢦしていま
す．まͨ，当෦門では，研究目的をୡ成する
ͨΊに，国内共ಉ研究にとどまらͣ国際的な
ϓϩάラム（IOD13
 I1CC
 ICD1 等）を෦
門一ମとしてੵۃ的にਪਐしています．本ެ
ืでは，調査・観ଌを主ମとして，海༸地球
シスςムの成り立ちとมಈを໌らかにする研
究を地質学΍ؠੴ学など物質科学的なख๏を
もとにҙཉ的に展開し，研究コϛϡχςィを
Ίます．͞らに，当所がٻҾしていく方をݗ
大ؾ海༸科学共ಉར༻・共ಉ研究ڌ఺で͋る
͜とを౿まえ，ദ地区およͼ大௤・Ԅඒ地区
の཮্研究ڌ఺，共ಉར༻研究ધന๟ؙ・新
青ؙ等を活༻しͨ国内共ಉར༻研究およͼ国
際共ಉ研究をࢧえていく͜とをظ待します．
まͨ，大ؾ海༸科学に関わる人材を育成する
ͨΊ，大学Ӄ教育にもੵۃ的にܞわっていͨ
͖ͩます．本ެืは「東京大学μイόーシς
ィˍインクルージョンએݴ」のもと，「東京
大学உঁ共ಉ参ը加଎のͨΊのએݴ」にجづ
͖ঁੑのԠืを歓迎します．มߋのൣғ ഑
ஔ後，݉務ٴͼग़޲を໋͡る͜とが͋ります

（ҙに൓して໋͡らΕる͜とは原ଇない．ৄ
ఔ第4 ৚نは東京大学教員のब業に関するࡉ
による．）
Ԡื資֨： 博࢜の学Ґを༗するऀ，まͨは
着೚日までにऔಘݟ込みのऀ

Ԡืॻྨఏग़期ݶɿ2025年�݄2�೔ʢۚʣ��
࣌ඞண
問い合わせ先：
˟277-8564 ઍ༿県ദ市ദの༿5-1-5
東京大学大ؾ海༸研究所 海༸ఈ科学෦門 横
山༞య
Tel: 04-7136-6141
email: yokoyama!aori.u-tokyo.ac.jp

౦ژཧՊେֶڭཆڭҭڀݚӃ
໺ాΩϟンύスڭཆ෦ڭһެื

ʢઐ೚ڭһʣ

ެื人員：।教授まͨは講師（１名）
೚ظ：定年੍（65ࡀとなる年౓の຤日）
所属：東京ཧ科大学教ཆ教育研究Ӄ野田キャ
ンパス教ཆ෦
ೖΕ௚後：東京ཧ科大学 野田キޏ：務地ۈ
ャンパス．มߋのൣғ：๏人の定Ίる場所
業務内༰：ޏೖΕ௚後：専߈分野にͭいての
学生の教授ɺͦの研究のࢦಋɺٴͼ研究に当
ͨるୠしɺ্هҎ外の業務を໋ͣる͜とが͋
る．มߋのൣғ：๏人の定Ίる業務
専門分野：地学（߭物・地形）ɺ地学教育
୲当予定科目：教職՝ఔ科目の地学およͼ地
学࣮ݧɺ一ൠ教ཆ科目の地球科学ೖ門およͼ
ΤωルΪーとڥ؀
着೚日：2026 年̐月１日
Ԡื資֨：博࢜の学Ґを༗する方ɻ学෦と大
学Ӄの教育ฒͼに研究に熱ҙを持ってऔり૊
Μでい͚ͨͩる方ɻ
Ԡืక੾ɿ2025年�݄��೔ʢ೔ʣ·Ͱ
ॻྨఏग़先：ҎԼのԠืフΥームからごఏग़
くͩ͞いɻ
ԠืフΥーム：https://tus.qualtrics.com/jfe/
form/47_6,,Uz')BCiNGR'2
問い合わせ先：東京ཧ科大学教ཆ教育研究Ӄ
野田キャンパス教ཆ෦෦長 ླ木ஐॱ
chijyun!rs.tus.ac.jp

๺ւಓେֶେֶӃཧֶڀݚӃ
地球惑星Պֶ෦໳地球惑星
γステϜՊֶ෼໺ڭһެื

ืू人員：ॿ教1名
所属：（ޏೖΕ௚後）大学Ӄཧ学研究Ӄ地球
࿭੕科学෦門地球࿭੕シスςム科学分野
専門分野：ಉҐମ΍ඍ化ੴにجづく層ং学，
まͨはڥ؀DNAなどҨ఻子情報を活༻しͨ
生物学ݹ
職務内༰：（ޏೖΕ௚後）（1）地球࿭੕シス
ςム科学関連の学෦・大学Ӄ教育（શ学教育
をؚΉ）に܎る教育研究にै事する（2）本
分野の教員と協力し，大学ӡӦに参ըする

（มߋのൣғ）大学の定Ίる業務
Ԡื資֨：（1）博࢜号をऔಘしている͜と

込みの場合もݟ予定日までに学Ґऔಘ༺࠾）
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ؚΉ）（2）フィールドをベースとしͨ教育
（野外࣮शの୲当をؚΉ）・研究がで͖る方
間：2026年1月1日Ҏ߱ので͖る͚ͩૣظ༺࠾
い࣌ظ
間：͋り（3ظ༺ࢼ ϲ月）
೚5：ظ年．なお࠶೚৹査により೚ظをߋ新
する場合が͋る（࠶೚の場合の೚ظは5年，1
回をݶ౓とする）．まͨ，࠶೚後の೚ظ中な
いし೚ظऴྃ࣌に，৹査をܦて೚ظのないポ
スト΁Ҡߦする場合が͋る．
ఏग़期ݶɿ2025年�݄�೔ʢ݄ʣඞண
ఏग़先・問い合わせ先：˟060-0810ࡳຈ市北
区北10৚西8丁目
北海ಓ大学大学Ӄཧ学研究Ӄ地球࿭੕科学෦
門地球࿭੕シスςム科学分野
୩߽܀
電࿩：011-706-2729'A9：011-706-2729
電子メール：kuritani!sci.hokudai.ac.jp
ఏग़ॻྨ等ެืのৄࡉは，Լهを参রしてく
ͩ͞い．
https://www.hokudai.ac.jp/introduction/
recruit/koubo/

日本地質学会にدせらΕ
ͨީิऀのืू・ਪનґ
པ等をご案内致します．

֤৆・
研究ॿ੒

ʮ45*�GPS�4%(TʯΞϫʔυืू

科学技術ৼڵ機ߏ（J4T）では，科学技術・
イϊベーションを༻いてࣾ会՝୊を解ܾする
औり૊みを対৅としͨ 「4TI for 4DGs」アϫ
ードの2025年౓のืूをߦっています．
͜のアϫードでは，活༻する技術のछྨ΍レ
ベルは問わͣ，ಠ自ੑ΍展開ੑに༏Εͨऔり
૊みを表জし，ͦΕらのऔり૊みのਪਐとଞ
での活༻をਐΊる͜とで4DGsୡ成΁のݙߩ
を目ࢦしています．
大学΍ا業などでの研究成Ռの活༻，自࣏ମ
が地Ҭと連ܞしてߦっている活ಈ，ا業にお
͚るE4GܦӦ・サスςφϏリςィ・インパク
トܦӦなどをҙࣝしͨ事業΍ࣾ会ݙߩ活ಈ，
N1Oによる活ಈ，大学のサークル活ಈ΍高
校の෦活ಈ（大学生ҎԼ対৅の「次世代৆」
͋り）など，ଟ様なऔり૊みのごԠืを歓迎
します．
サスςφブルな未来のͨΊに，皆様からのଟ
਺のごԠืをお待ちしています．
ืूక੾ɿ2025年�݄��೔ʢਫʣਖ਼ޕ
表জ内༰：
　文෦科学大ਉ৆1݅
　科学技術ৼڵ機ߏཧ事長৆1݅
　༏ल৆　਺݅
　次世代৆　਺݅

　঑ྭ৆　਺݅
-UR-：https://www.jst.go.jp/ristex/sdgs　ࡉৄ
award/index.html
お問合せ先：
　国立研究開発๏人科学技術ৼڵ機ߏ（J4T）
　ࣾ会技術研究開発センター（RI4TE9）
 「4TI for 4DGs」アϫード事務局
　E-mail：sdgs-award!jst.go.jp

����೥౓ظޙ
ʮ/),ΞʔΧΠϒスֶज़ར༻ʯ

ެื

̣̝̠では，アーカイブスอଘのө૾・Ի੠
を学術研究にར༻していͨͩく研究をืूし
ています．࠾୒研究ऀは，࡛ۄ県川口・
N),アーカイブス，大์ࡕૹ局のӾཡ室で
๬のコンςンツをӾཡする͜とがग़来まر
す．
本ެืは，N),アーカイブスのอଘ൪૊を
研究ऀの方に研究ར༻していͨͩくͨΊのも
のです．
2016年౓より「̣̝̠൪૊アーカイブス学術
ར༻トライアル」のެื事業を展開しており
ましͨが，2024年౓より，トライアルから新
ͨに本ӡ༻「N),アーカイブス学術ར༻」
に੾りସえ͞せてい͖ͨͩ，おか͛様で2025
年౓前ظのެืにおいては，19݅のごԠืを
い͖ͨͩましͨ．
Ӿཡظ間：2025年10月～2026年3月 （１૊30
日までར༻Մ） 
対৅ऀ：大学，高等専門学校，ެ的研究所所
属の職員・研究ऀ，大学Ӄ生
క੾ɿ2025年�݄��೔ʢ໦ʣ
ืू਺：N),アーカイブス4૊，大์ࡕૹ局
2૊
Ԡื要߲はホームϖージをごཡくͩ͞い．
https://www.nhk.or.jp/archives/academic/
index.html

����೥ʮւͷフϩンテΟΞを
୓͘Ԭଜ݈ೋ賞ʯ
ड賞ީิऀืू

બ考ج४：
（1）日本の海༸開発にͭいて，先ߦ的・共通
的技術開発のඞ要ੑ，ॏ要ੑをೝࣝし，機ث
開発΍深海技術の研究開発にऔり૊み，ݦஶ
な成Ռを͋͛ͨएख研究ऀに対し「海のフϩ
ンςィアを୓く岡村݈ೋ৆」を授༩します．

（2）ա2ڈ年間の間に，海༸関連の内外の学
会等において一ฤҎ্の査読෇論文の発表を
ҎԼのࡀっͨऀで，論文発表࣌の年ྸが40ߦ
ऀを対৅にします．ީิऀのੑผ，ॅݱ所の
国内外は問いませΜ．

（3）論文発表ظ間は2023年4月1日～2025年3
月31日までのظ間で，内外の学会等で論文発

表の࣮੷が͋るऀがީิ対৅となります．
（4）ެืखଓ͖は，自નもしくは大学，研究
機関等からબ考ҕ員会΁のਪનによるものと
します．

（5）ςクϊオーシャン・ωットϫークがઃஔ
する「海のフϩンςィアを୓く岡村݈ೋ৆」
બ考ҕ員会でબ考をߦい，͜Εにجづいてཧ
事会が表জ対৅ऀをબ定し，会長がܾ定しま
す．

（6）ड৆ऀは，2025年11月27日（木）から29
日（土）に神戸で開催͞Εる「Techno-Ocean 
2025」にて表জ͞Εます．

（7）ड৆ऀには，৆ঢ়と副৆金がଃఄ͞Εま
す．
Ԡื方๏：ࠓ回の対৅ظ間内（2023年4月1日
から2025年3月31日）にお͚るެ表論文の発
表ऀから自નもしくはਪનにてެืをߦいま
す．ਪનऀは，「ީิऀਪનॻ」にඞ要事߲
をごهೖのうえ֘当論文のコϐーをఴ෇し
て，事務局まで༣ศまͨはఴ෇フΝイルにて
E-mailでおૹりくͩ͞い．
Ԡืక੾ɿ2025年�݄22೔ʢۚʣ
お問い合わせ先：˟650-0046　神戸市中央区
港島中町6-9-1
一ൠஂࡒ๏人神戸観光局内　ςクϊオーシャ
ン・ωットϫーク事務局
TE-（078）303-0029　　'A9（078）302-
6475
E-mail techno-ocean!kcva.or.jp
h t t p s : / / w w w . t e c h n o - o c e a n . c o m /
news/2025/05/2482/
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が૊৫͞Ε，्ྨ٭の࿤ࠎ΍ϫχのࣃ΍ࠎ，
カメのߕཏなどがͭݟかりましͨ． 
　2009年には，ウϛωコཹ学（཭島ཹ学）で
Լࠋ島に来ていͨ中学生が発۷ମݧ会で4 
cmほどの्ྨ٭のࣃの化ੴを発ݟ．͜の化
ੴから，શ長7mほどの೑৯ཽڪがいͨ͜と
がわかりましͨ．ͦΕҎ߱も，ཽڪ化ੴの発
が૬次͗，2011年には国内ॳ，アジアでもݟ
̏ྫ目となるέラトϓスྨのࣃの化ੴが，
2012年にはཽཽڪྨ٭のࣃの化ੴがͭݟか
り，様ʑなཽͨڪちが生ଉしていͨ͜とがわ
かって͖ましͨ．

島ͷ地層ͱ化ੴͷಛ௃ࠋ �3
　当館のಛ௃をご঺հする前に，まͣはࠋ島
の地層と化ੴのಛ௃をまとΊます．ࠋ島の大
地は，主にඣ浦層܈（നѥل後ظ），্ࠋ島
層܈（ݹ第三ل前ظ），Ֆቋྨؠ（新第三ل）
の̏ͭの地層からで͖ています．Ֆቋྨؠ΍
第࢛لの࠭भ地形などもັ力的なのですが，
͜͜からは，ඣ浦層܈と্ࠋ島層܈に࿩をߜ
ってご঺հします．キーϫードは「࣌代」と

．です「ڥ؀」
（1）࣌୅ʵനѥل後ظͱݹ第三لલظͷ地
層　１ͭ目のಛ௃は，നѥل後ظの地層とݹ
第三ل前ظの地層が分෍している఺です．͜
Εらの地層は「日本の地質ඦબ」にもબ͹Ε
ており，小͞な島にもかかわらͣ，ཽ࣌ڪ代
の࠷後とᄡೕྨがӫえ࢝Ίͨ࣌代の྆方を調
΂る͜とがで͖ます．
　ͨとえ͹，2016年に্ࠋ島でॳΊてとなる
かりましͨ．長͞70cmほどͭݟ化ੴがཽڪ
の黒いؙଠのような形をしͨ化ੴで，ࠋ島産
の化ੴの中で࠷大のものです（図̎）．໿１

　2025年4月1日，ࣛࣇ島県ࡵຎ川内市の཭
島，ࠋ島（͜し͖しま）に「ࠋϛϡージア
ム」がオーϓンしましͨ．元ʑは村໾場で͋
っͨ̏階ݐのݐ物をվ修しͨ小ن໛な博物館
で，ࠋ島産の化ੴ΍ؠੴなど໿1
000఺を展
示しています．ࠓ回は，当館のಛ௃΍औり૊
みにͭいてご঺հします．

1� 断֑ͱڕͱDr�ίトー਍ྍॴ
ຎ半島の西方ԭ໿ࡵ島県ࣇࣛ，島はࠋ　
30kmにҐஔし，্ࠋ島・中ࠋ島・Լࠋ島の
̏ͭの༗人島と，ͦΕに൐う小͞な島ʑから
なります．一ൠ的には，ອը΍ドラϚで人ؾ
を博しͨ「Dr.コトー਍ྍ所」の෣台として
知らΕ，௼り人にはメジφ΍アオリイカの੟
地として人ؾです．φポレオンؠに代表͞Ε
る断崖΍，トンϘϩなどの海岸ܠ観，カϊコ
Ϣリの࡙く૲原，ͦしてキϏφΰ΍ώήφΨ
ΤϏなどの豊かな海産資ݯにܙまΕ，ա౓に
観光地化͞Εていないૉ๿な島で͋る͜とか
ら，ۙ年஫目をूΊています．

ॳͷ恐竜化ੴݝ島ࣇࣛ �2
は，1902年にҏ木ৗܥ島に分෍するനѥࠋ　
੣ࢯによりॳΊて分෍が示͞Ε，1954年に松
本ୡ࿠ࢯによって，熊本県ఱ૲地Ҭに分෍す
るඣ浦層܈と対ൺ͞Εましͨ．ͦΕҎ߱，ଟ
くの層ং学的・ݹ生物学的研究がߦわΕて͖
ましͨが，2008年にԼࠋ島ࣛ島町に分෍する
ඣ浦層܈から，ࣛࣇ島県でॳΊてとなるཽڪ
化ੴが発͞ݟΕましͨ．ͦΕは，地質調査中
の熊本大学の大学Ӄ生がۮ然͚ͨͭݟ，長͞
໿2cm小ྨ٭्ܕのࣃです．ͦの後，国立科
学博物館と熊本大学を中心としͨ発۷調査ஂ

年半にٴͿクリーχンά࡞業の݁Ռ，ハドϩ
サウルスྨのࠨ大଼ࠎで͋る͜とが໌らかに
なりましͨ．͜の化ੴは໿7
000ສ年前のന
ѥ࠷ل຤ظ（Ϛーストリώνアンظ）の地層
から発͞ݟΕͨͨΊ，日本で࠷も新しい࣌代
のཽڪ化ੴの一ͭとして஫目͞Ε，国立科学
博物館の「ཽڪ博2019」でも展示͞Εまし
ͨ．
　まͨ，্ࠋ島に分෍する্ࠋ島層܈中ࠋ層
からは，ωコ΍イψの先૆と͞Εるϛアキス
科のࣃ΍，ブϩントςリウム科のԼֺの化ੴ
などが報͞ࠂΕており，国内ݹ࠷のݹ第三ل
ᄡೕྨ化ੴू܈と͞Εています．ᄡೕྨの化
ੴは研究్্のものがほとΜどなので，ࡏݱ
の展示ではCTը૾とともに研究の様子を঺
հしています．ࠓ後研究のਐ௙に合わせて，
展示をߋ新していく予定です．

，ʵ཮ͱ海ͷ྆ํͷ化ੴ　̎ͭ目はڥ؀（2）
཮生と海生の྆方の化ੴがͭݟかる఺です．
നѥل後ݹ～ظ第三ل前ظのࠋ島は島ではな
く，Ϣーラシア大཮の東の୺にҐஔしていま
しͨ．当࣌の前ހ海ຍでଯੵしͨඣ浦層܈と
河川でͨまっͨ཮の地層ߦは，ऄ܈島層ࠋ্
と，ை間ଳ～ઙ海～཮୨ࣼ面でଯੵしͨ海の
地層からなるͨΊ，཮と海の྆方の化ੴがݟ
ͭかります．
　ͨとえ͹཮の生͖物としては，ཽڪ化ੴに
加え，ڕྡྷߗのྡྷ΍カメのഎߕ，ϫχのࣃ΍
಑௣などが͛ڍらΕます．まͨ，Ֆค΍๔子
の化ੴもͭݟかっており，ͦのछྨからനѥ
島पลは，熱ଳからѥ熱ଳの২物ࠋのظ後ل
が分෍し，Ϛンάϩーブが生いໜる河口が޿
がっていͨと考えらΕています．
　海でଯੵしͨ地層からは，ೋຕ֋，アンϞ
φイト，オウムΨイ，サメ，ウϛΨメなどの
化ੴがͨく͞Μͭݟかります．ೋຕ֋΍ウϛ
Ϣリ，コέムシの中には新छの化ੴもͭݟか
っており，ࠋ島の地名がͭいͨछྨもいま
す．
　2014年にはԼࠋ島のඣ浦層܈からϞササウ
ルスѥ科のࣃがͭݟかりましͨ．1cmほどの
小͞なࣃで，北海ಓ΍࢛国のϚーストリών
アン階からͭݟかっているϞササウルスѥ科
とಉ͡ಛ௃を示します．̎階のৗઃ展では，
小ܕのϞササウルスྨで͋るクリμスςスの
．ඪ本とともに展示中です֨ࠎ
　ଓいて，2018年には海ϫχྨのࣃもͭݟか
りましͨ．2.5cmほどのগし೧Εͨϖάঢ়の
てࣅとよくࣃ生のインドΨϏアルのݱ，でࣃ
います．നѥلの海生ϫχྨの化ੴは世ք的

地Ҭʹ͑ࢧΒΕͨౡͷത෺ؗ
ミュージアム　学ܳ員　山下大輔ࠋຎ川内市ࡵ

博物館・ジオパークで地球を学ぼう！（41）
薩摩川内市甑ミュージアム

ϛϡʔδΞϜࠋ�ࢢຎ઒಺ࡵ
˟896-1392
島県Ḉຎ川内市ࣛ島町᥉ໂ田1457൪地10ࣇࣛ
電࿩：09969-4-2211
HP： httQs://www.citZ.satsumasendai.

lH.KQ/LoshiLimuseum/indeY.html
開ؗ時間：9:00～17:00（入ؗは16:30まで）

JOGP

ਤ2ɹϋυϩα΢ϧεྨのେ଼ࠎʢखલ͕࣮
෺ɽԞ͸ܽଛ෦Λ෮ͨ͠ݩϨϓϦΧʣ ਤ�ɹ2֊ৗઃలࣔࣨ

ਤ�ɹࠋϛϡーδΞϜ֎؍



5日本地質学会News　28（６）

ത෺ؗɾδΦύʔΫͰ஍ٿΛֶ΅͏ʂ

શてをख࡞りしています．とはݴっても，学
芸員はۭ間΍印࡮物のσβインに関してૉ人
なので，৭΍文ࣈのフΥントのઃ定，パωル
のσβインにͭいては，専門ॻなどで学ͼ，
展示がগしでもݟ΍すく，わかり΍すくなる
ように心が͚て੍࡞しています．͜うする͜
とで，学芸員のෛ୲は૿えますが，࠷新の研
究成Ռに合わせて展示を自༝にߋ新してい͚
るという大͖なメリットが͋ります．ಛに͜
͜は཭島の博物館で͋るͨΊ，ଞの博物館に
ൺ΂てリϐーターの֬อがࠔ೉です．ͦの一
方で，ࠋ島の地質・化ੴの研究は，ۙ年੝Μ
にਐΊらΕており，ࠓ後も新しい研究成Ռが
的ظ新研究を定࠷，待͞Εます．ͦのͨΊظ
に発表し，ͦΕに合わせて展示をߋ新する͜
とがで͖Ε͹，Կ౓も通いͨくなるような博
物館になるのではないかとظ待しています．

（3）໺֎ͷݟͲこΖ͕ۙい　当館のڧみの
一ͭは，野外のݟど͜Ζがۙい఺です．ͨと
え͹，当館から歩いてۙくの展๬所に登る
と，ഭ力の͋るඣ浦層܈の断崖（海ৰ崖）が
す͙に観察で͖ます（図̐）．島内には͜う
しͨ地層΍化ੴ，第࢛لの࠭भ地形などを観
察で͖るՕ所が఺ࡏしており，͞らに෩ি૲
原΍౉りௗの΍ってくる࣪地など，ࡏݱの生
͖物ͨちを観察で͖る場所も͋ります．ͦの
ͨΊ，̎階ৗઃ展の後半では，ϓϩジΣクシ
ョンϚッϐンά立ମ地形໛ܕ（島の方ʑの੠
で解આがྲྀΕます）とࣸਅ展示「野外΁の༠
い」をઃஔして，ࡏݱのࠋ島のݟど͜Ζを঺
հし，来館ऀが野外΁ग़か͚て本物の自然に
৮Εてもらえるような༠ಋをしています．

（4）地Ҭॅຽに͑ࢧらΕたത物ؗ　島ॅຽ
の方ʑには，2008年のཽڪ化ੴ発ݟ当ॳか
ら，調査研究，展示੍࡞，教育ීٴの面でଟ
くのサポートをいͨͩいています．年に̎回
っているू中発۷調査では，地Ҭの方ʑもߦ
参加͞Ε，ෳ਺の大学΍博物館からूまる研
究ऀ΍大学生と一ॹに発۷をߦいます．ࠋ島
産の化ੴは黒いものがଟく，ِ᛽΍ϊジϡー
ルとࠞಉし΍すい͜とから，ॳ心ऀが化ੴを
೉です．ͦΜな中，Կ年も発ࠔるのは͚ͭݟ
۷に参加͞Εている地Ҭの方は目が׳Εてい
るͨΊ，化ੴをよく͚ͭݟてくͩ͞います．
まͨ，ࠋ島の調査は཮からアクセスで͖ない
海岸線でߦう͜とがଟいͨΊ，པりになるの
が地元ړ師͞Μのړધです．ෳࡶな海ఈ地形
をख़知しͨړ師͞Μͩからͦ͜で͖るૢ଩技
術により，҆શな調査がで͖ています．

にも௝しく，北西ଠ平༸地Ҭでは̎ྫ目の発
です．̎階のৗઃ展では，海ϫχྨの࢟形ݟ
が఻わり΍すいように，ൺֱඪ本として໿
7mのςルϛϊφリスの֨ࠎを一ॹに展示し
ています（図̏）．͜のように，཮と海の྆
方の情報がಘらΕるのもࠋ島の地層のಛ௃の
一ͭです．

ϛϡージアムͷ̑ͭͷಛ௃ࠋ �4
島でऩଂ・展ࠋ，औ͞Εͨඪ本は࠾島でࠋ　
示し，研究・教育に໾立てるのがཧ૝的で͋
るという考えのもと，2015年にࡵຎ川内市ࣛ
島ࢧ所（当࣌）内に「ࠋϛϡージアムཽڪ化
ੴ等४උ室」を開ઃ．ͦΕから10年の४උظ
間をܦて，ࠓ年のय़に「ࠋϛϡージアム」が
オーϓンしましͨ．当館のಛ௃としては主に
次の̑ͭが͛ڍらΕます．

ੴͰ̍ԯ年ͷ地球史ؠͷ化ੴͱ࢈島ࠋ（1）
を୧る　当館では，ࠋ島をςーϚとしͨ島の
博物館というコンセϓトのもと，ࠋ島産の化
ੴ΍ؠੴを࢖って，໿１ԯ年間のࠋ島の大地
のྺ࢙を୧っていくという展示ߏ成にしてい
ます．まͨ，཮生と海生の化ੴがͭݟかるͨ
Ί，来館ऀがど͜の世քの展示をݟているか
がわかるように，࣌代とڥ؀でκーン分͚を
しͨ展示になっています（図̏）．۩ମ的に
は，̎階のৗઃ展が̑ͭのষに分かΕてお
り，࣌ܭ回りにݟて回ると，໿１ԯ年前のม
成ྨؠからࡏݱのࠋ島までを୧る͜とがで͖
ます．ݹい方からॱに，「１ষ ࠋ島の大地」，

「̎ষ നѥلの海の世ք」，「̏ষ നѥلの
཮の世ք」，「̐ষ ݹ第三لの世ք」，「̑ষ 
島」という区分です．ͦΕͧΕのষࠋのࡏݱ
をߏ成するパωルの中਎は，化ੴ・ؠੴ・地
形にͭいて，一ൠ的なઆ໌をしͨ後，ࠋ島の
ඪ本からわかる͜と΍ͦのॏ要ੑにͭいてৄ
しく解આしています．島のඪ本で島の地࢙を
るというコンセϓトが来館ऀの方に఻わるޠ
か不҆でしͨが，࣮際に開館してみると「͜
͜の博物館は地元の化ੴがͨく͞Μ展示して
͋っていいͶ」というお੠をい͖ͨͩまし
ͨ．

（2）లࣔ͸学ܳһͷख࡞ΓͰߋ新͕༰қ　展
示੍࡞を専門業ऀにґཔすると，σβインも
にଟֹ࡞੍，っͨඒしい展示がで͖ますがڽ
の費༻がかかっͨり，展示の中਎のߋ新がし
にくいなどのܽ఺も͋ります．ͦ͜で当館で
は，展示パωルとショーέースの૊み合わせ
をج本スタイルとして，学芸員が展示のほ΅

業を୲当࡞かっͨ化ੴのクリーχンάͭݟ　
しているのも地Ҭの方ʑです（図̑）．15年
Ҏ্のݧܦの͋るスタッフの技術は目をݟு
るものが͋り，ࢹ察に来ͨアメリカの博物館
の研究ऀもઉをרくほどでしͨ．化ੴとؠੴ
のڥ目を୳りながら࡟るのがಛに೉しいので
すが，長年のݧܦとצにཪଧち͞Εͨ職人技
によって，日ʑ化ੴͨちが࡟りग़͞Εていま
す．͜のように，調査研究の࠷もॏ要な෦分
をࢧえているのも地Ҭの方ʑです．
　ଞにも，当館の׬成ه೦ࣜయでは，地Ҭの
方ʑによる「タルφイ」ともち౤͛がߦわΕ
ましͨ．新ஙॕいのशわしで͋るタルφイの
開催は，࣮に16年Ϳりで，ଠޑ三ຯ線のԻ৭
に合わせて地Ҭの方ʑと来ෂの方ʑがགྷり，
大ม੝り্がりましͨ．

プϩάラムݧ島ͷࣗવを活か͠たମࠋ（5）
当館では，ຖ月第̏土༵日に化ੴϓϩάラム
をߦっています．野外観察をしͨり，工࡞を
しͨりしながら，ࠋ島の地層΍化ੴにͭいて
ָしく学Ϳイベントです．ॳڃと中ڃが͋
り，ॳڃクラスに15回参加しͨ人は中ڃクラ
ス（ح਺月開催）に参加する͜とがで͖ま
す．中ڃクラスでは，火山の෾火࣮ݧを通し
て，ࣛࣇ島の༹݁ڽփؠにͭいて学Μͩり，
イカを解๤してアンϞφイトのೈମ෦を૝૾
しͨりと，より専門的な内༰を学ͼます．̏
月຤にߦっͨ内ཡ会では，中ڃクラスの子ڙ
ୡが来ෂの方ʑにࠋ島の化ੴを঺հしてくΕ
ましͨ（図６）．ଞにも，Նٳみには࣮際の
化ੴ発۷ݱ場にて，発۷ମݧ会もߦってお
り，県外からもଟくの子ڙୡが参加します．
ମݧでͭݟかっͨอଘঢ়ଶのよい化ੴは発ݟ
ऀのࣸਅと共に展示中です．地元のࣛ島小学
校の子ڙୡはମݧϓϩάラムに参加で͖る機
会がଟいͨΊ，ࣛ島小学校がड͚ೖΕている

「ウϛωコཹ学生」では，ۙ年，͖޷ཽڪな
子ڙୡの申込が૿えているようです．

͓ΘΓに
　当館には，ݹ੸௣ಈ物学（ཽڪ）と層ং学

（ඍ化ੴ・ݹ地࣓ؾ）を専門とする̎名の学
芸員がࡏ੶しておりますが，ࠋ島の地層΍化
ੴはछྨが豊富なͨΊ，զʑ学芸員͚ͩでは
खにෛえないほど，ͨく͞Μの研究の੾り口
が͋ります．本ߘを読Μでくͩ͞っͨ皆様と
も，ࠋ島の自然࢙を୳ٻで͖ͨら޾いです．
皆様のご来館をお待ちしております．

ਤ�ɹࣛౡஅ֑Λ๬Ήඦ߹૲ݪʢ౰͔ؗらెา໿�5෼ʣ ਤ5ɹ地ҬॅຽによるクϦーχンάۀ࡞ ਤ�ɹதڃクϥεのڙࢠୡによるԽੴの঺հ
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なジオパークが͋り，ͦ͜には地Ҭの自然と関わるଟくの
఻ঝ΍神࿩が࢒っています．本ॻのஶऀは，ͦうしͨジオ
パークに関わっͨ活ಈをしている地質学ऀ΍専門員です．
ଟくの方ʑに，఻ঝ΍神࿩を通して地質学にも関心を持っ
てもらえるようにئっています．
　本ॻは2෦ߏ成です．第1෦（総論）では，神࿩と地質学
をͭな͙地球神࿩という新しい考え方を঺հし，ジオパー
クが大੾にしている地球のهԱ΍地質Ҩ産にͭいて解આし
ます．第2෦（֤論）では，主にશ国のジオパークを෣台
に，自然と人ʑの฻らしがどのように物ޠとしてޠりܧが
Εて͖ͨかを，カラーࣸਅ΍図を࢖って঺հしましͨ．

総論
　第1ষ：大地から生まΕる物ޠ～地球神࿩΁の༠い～
　第2ষ： 地球をよみとくストーリー～ジオパークのྺ࢙と

活ಈ～
֤論
　第1ষ　 アイψຽ଒の఻ঝとジオパーク～神ʑと人間のަ

わる世ք～
　第2ষ　 ൬ఐ山のؠなͩΕが଄りͩしͨ地形・ؠح～「ๅ

の山」に఻わる఻આとੲ࿩～
　第3ষ　 関東地方の大地震とᲥ఻આ～地震を͜ىしͨᲥの

ਖ਼ମはʁ～
　第4ষ　 大உがࣹൈいͨ݀　੕݀఻આ～ؠحの山・ົٛ山

にまͭわる఻આ～
　第5ষ　 ઙ間山とَ఻આ～火山の෾火はَのしわ͟ʁ～
　第6ষ　 ڕࢳ川ジオパークのܠ観～ౕಸ川ඣと大国主໋の

఻આからͨどる～
　第7ষ　 熊野の神࿩と火成ݹ～ؠ事ه・日本ॻلからみる

～
　第8ষ　 豊岡ຍ地の成り立ちとアメϊώϘコ఻આ～日本海

形成とݰ෢ಎ～
　第9ষ　 わらऄの祭と఻આ～大ऄがޠりか͚る～
　第10ষ　 「͜し」のϠϚタϊオϩν　火山આの࠶考～ߑ水

の化਎か，火山෾火の化਎か～
　第11ষ　 国Ҿ͖神࿩と島ࠜ半島～神が土地をҾっுって

͖ͨʂ～
　第12ষ　 Ѩોカルσラのྺ࢙と神࿩～地形・地質のಛ௃

からひもとく地震・地球のಈ͖～
コラム
　・ジオパーク͜とは͡Ί
　・災害教܇を఻える自然災害఻ঝൾ
　・ʠ͟͞Εੴʡとʠͨもとੴʡ
　・਎ۙにも͋るʁ　化͚物と化ੴの઀఺
　・自然災害とఱ然ه೦物

（文੹：野村཯夫・ఱ野一உ）

　本ॻのग़൛の͖っか͚は，2023年1月に日本地質学会のジ
オパークࢧ援ҕ員会が開催しͨオンラインシンポジウム

ʰジオパーク地Ҭに఻わる఻ঝと地質学ʕݹ代からの自然観
をࠓに活かすʱでしͨ．͜のイベントに参加してくͩ͞っ
ͨ૑元ࣾの方から，「本にしませΜかʁ」という੠がかか
り，内༰を͞らにॆ࣮͞せてग़൛する͜とになりましͨ．
͜のアイσアのもとは，2021年にߦわΕͨશ国ジオパーク
大会で，日本֤地に఻わる఻ঝ΍神࿩と自然とのͭながり
が঺հ͞Εͨ͜とに͋ります．
　͜Εまで本学会で，఻ঝ΍神࿩のような࿩を科学のࢹ఺
からとらえるࢼみは͋りませΜでしͨ．ࠓ回のシンポジウ
ム，本ॻのग़൛ともに，文化人ྨ学΍ຽଏ学でѻわΕて͖
ͨようなςーϚを，自然科学の目で読み解͜うとする新し
いνャレンジです．ۙ࠷では文化地質学という分野も஫目
͞Εていて，地質学がཧܥ・文ܥの࿮を͜えて，͞ま͟ま
な分野をͭな͙໾ׂをՌͨしͭͭ͋ります．本ॻもͦの一
ྫです．
　఻ঝ΍神࿩が長くޠりܧがΕて͖ͨഎܠには，࿩す人と
ฉく人の間で共༗͞Εるཧ解が͋っͨのではないかと，ࢲ
ͨちは考えています．フランスの人ྨ学ऀレϰィʹストϩ
ースも，ੲの人ͨちも自然をよく観察し，自然ݱ৅を深く
ཧ解していͨとड़΂ています．
　地震΍火山の෾火など，自然災害がଟい日本では，͜う
しͨ఻ঝ・神࿩が自然との෇͖合い方を఻えている͜とも
͋ります．ͦうしͨ知ܙ΍ݧܦを，ݱ代の科学と૊み合わ
せてݟ௚す͜とは，ͨࢲち地質学ऀにとっても大੾な՝୊
です．日本ྻ島はมಈଳに͋り，地震΍火山など地質的な
ม化がଟくݟらΕます．ͩからͦ͜，શ国֤地にϢχーク

৽ץ紹介ʰେ地ͱਓͷ෺ޠʵ地ֶ࣭ͰΑΈͱ͘日ຊͷ఻ঝʱ
日ຊ地ֶ࣭ձฤɼ૑ࣾݩ����೥6݄1�日ൃߦɼ൑ܕ：̖̑൑ɼ16�ทɼ*4#/：�����������������ɼ

ఆՁ：�
�6�ԁʢ੫ࠐʣ

஍ֶ࣭ձձһݶఆ
ಛผׂҾൢചΩϟϯϖʔϯ

ຊॻؚΊɼ૑ࣾݩ঎඼શ඼1ׂҾʂ
ৄ͘͠͸࣍ϖʔδνϥγΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞
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ىճͷ౴ਃɾ໰୊ఏࠓ
　中央教育審議会から「զが国の「知の総和」向上の未来像 
～高等教育システムの再構ங～ （答申）」が2月21日に公表され
た（以下，今回の答申とݺͿ）．今回の答申の特௃は，学生一
人一人の能力を高める質の向上，18歳人口減に伴う大学規模適
正化，高等教育へのアクセス確保などがあり，それらを実現す
る手段として文理༥合のレイトスペシャライゼーション（以降
LSとݺͿ）がڧ調されている．本稿はこのLSを中心に論じる．
　これまでの大学教育では，学部のଔ業要件の約120単Ґのう
ち，約40単Ґ分を教ཆ教育に，約80単Ґ分を専門教育にॆてる
という専門教育ओ体の教育であった．これに対してLSは学部
教育のほとんどを教ཆ教育にॆて，専門教育は大学院で行うと
いうものである．すなわち学部の専門教育の大幅࡟減を意ຯす
る．
　2040年には大学入学者が現状よりも3ׂ近く減少すると見込
まれている（文部科学省，2025）．おそらく各大学の交付金・
助成金もこれに合わせて大幅にカットされ，それͧれの大学内
において選択と集中が進Ήと予想される．その際に文系と理系
を౷合した大規模な学部がつくられ，4年間を幅広い教ཆ教育
だけが行われれば，各分野の教員は少数で事足りるため，かな
りの人員࡟減を進める事が可能になる．このプロセスにおいて
学内で地質学の必要性が十分に理ղされていなければ地質系学
科・コースのফ໓がةዧされる．

ҢܦΔࢸʹ͜͜
　1990年代以降の大学改ֵにおいて，大学には「社会ニーズを
踏まえた高等教育」「第三者評価による質の保証」「国際通用性」
がٻめられ続けてきた．そして従来の専門教育に対して൷൑が
りฦされてきたが，基本的には専門教育の立て直しがओ題で܁
あった．しかし，ここ10年ほどの間に文理༥合のLSという考
えが前面に出てくるようになった．
　ここ最近の動きとしては，AIのٸ଎な発展が見込まれて，多
くの仕事がなくなるという推定や（FreZ and Osborne, 2013），
子供たちの65�が今はまだଘ在しない新しい仕事にबくという
議論が提ىされた（Davidson, 2011）．「SocietZ5.0 時代に向け
た人材育成大ਉ懇ஊ会」（文部科学省，2018）では，機械が人
の仕事を代ସしてޓいにෳ雑かつ高度に関係し合う社会におい
て，サイエンスや数学，そして分析的に思考する力と全体をシ
ステムとしてデザインする力が必要とされた．そしてAIにでき
ない力として，現実世界を意ຯあるものと理ղして新たなもの
を生み出していく力とされ，そのためには従来の専門教育では
なく，文理分அからの୤٫がᨳわれた．しかし，その後，AIが
仕事をୣうという議論に対して，AIはあらΏる৬種に入り込Ή
が৬種をফࣦさせないという反論が出された（Arntz et al., 
2016）．また，子供たちは未だない仕事にबくと提ىした
Davidson教授自身が「全ての仕事が変化した」と表現を変える
など（BBC, 2017）トーンダウンしていった．
　これに代わって，第5期科学技術基本計画（内ֳ府，2016）
では，SocietZ 5.0というビジョンがଧち出された．これはAIの
発達に伴う社会の大変ֵがىこりうることを前提としている．
そのような社会では，高度な専門知識を持ちつつීว的な見方
のできる能力がٻめられ，専߈分野の専門性だけではなく，思
考力，൑அ力，၆ᛌ力，表現力，教ཆを身に付け，高い公共
性・ྙ理性，論理的思考力を持つ必要があると議論された（文
部科学省，2018）．そのためにはطଘの専門教育ではなく，文
理ԣஅܕの教育に移行するべきだと論じられるようになった

（文部科学省，2018）．

　2020年に科学技術基本法が改正された．この法律にはかつて
「科学技術（人文科学のみに係るものを除く）」との一文があっ
た．しかし，人間や社会の在り方と科学技術・イノベーション
との関係がີ接ෆ可分になっていることをؑみ，人文科学をഉ
除するという一文が࡟除された．この改正の過程では，専門家
ओ義がたこツϘを作り，それが社会に災໽をもたらしかねない，
たこツϘの間を動き回り通訳する人間が10ˋ程度必要，という
議論も含みつつ，あらΏる分野の知見を総合的に活用して社会
課題に対応していくという方針が示された（制度課題ワーキン
ググループ，2020）．法律改正を受けて内ֳ府から「「総合知」
の基本的考え方及び戦略的に推進する方策　中間とりまとめ」
が公表された（内ֳ府，2022）．ここでは，人文・社会科学と
自然科学を含ΉあらΏる「知」の༥合による「総合知」により，
人間や社会の総合的理ղと課題ղ決を目指している．ただし，
専門知をૄかにするものではない，とも明記されている．そし
て2025年の今回の答申にࢸるが，そこでも，専門知そのものの
ਂ۷り・広がりとともに，専門知を持ち寄って知の活力を生み
出すとされており，専門知そのものは否定されていない．しか
し専門知のਂさと併せて，၆ᛌ的・ԣஅ的な視野を持つために
文理༥合のLS導入が必要と結論づけられており，学部におけ
る専門教育の重要性はސみられていない．
　この10年の間に，AIにできない人間の役ׂのためであった
り，ক来が見通せないからであったり，もしくは細分化した学
問分野を၆ᛌするためであったりと，理由はいΖいΖと変化し
てきたが，従来の専門教育には問題があり，学部では文理༥合
教育を導入すべきという結論は同じであった．

ઐ໳ڭҭ൷൑ͷഎܠ
　専門知は重要としながらもLSを推進して学部での専門科目
の単Ґを減らすというのは，一見ໃ६しているようにも見える
が，これは従来の専門教育に対する൷൑であり，大学教育その
ものに対するෆ信感がഎܠにあるのかもしれない．
　今から60年も前からطに「学生がษڧしないし大学もさせな
い」といった議論が国会でなされ（ऺ議院文教委員会，1966），

「大学とはԿか」（文部科学省，1998）といったࠜ源的な問いか
けや，「日本の学士がいかなる能力を証明するものであるのか」

（文部科学省，2008）といった௧྽な൷൑が܁りସえされてき
た．そして大学教員に対しても，社会のニーズをސみずに

「個々の教員が教えたい内容を教えている」（文部科学省，
2018）というෆ信感が表明されてきた．これらに対して大学ଆ
は，シラバスや̏ポリシーの整備，情報公開などに取り組んで
きたが，まだまだෆ信感の෷১にはࢸっていない．

ճͷ౴ਃͷऑ఺ࠓ
　その一方で今回の答申は，1990年代以降の大学改ֵにおける

「社会ニーズを踏まえた高等教育」「第三者評価による質の保証」
「国際通用性」という，長年の課題に対して踏み込みが؁いと
感じる部分がある．
　これまでは，各分野において社会ニーズを汲み取ったଔ業生
像をඳき，そしてଔ業時までに身に付ける知識や技能・資質，
そしてその定ྔ的な水準を詳細かつ具体的に示したディプロ
マ・ポリシーを定め，それを実現するためのカリキュラムを組
み立てるようにٻめられてきた（文部科学省，2016）．例えば
目指すべきଔ業生像を地質技術者とすれば，岩石学，߭物学，
ଯ積学，地史学，構造地質学といった基礎知識，野外での地質
調査能力，研究成果をまとめる能力といった技能などを，身に
付けるべきものとして挙げることができる．

༗ਓ（山口大学）ޱࡔ

தڭ৹ͷ౴ਃʮ஌ͷ૯࿨ʯͱϨΠトスϖγϟϥΠθʔγϣン΁ͷରԠࡦ
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　これに対して今回の答申では，専門知を組み合わせた総合知
を社会ニーズと定めているため，ओ体性，リーダーシップ，創
造力，課題設定・ղ決能力，論理的思考力，表現力，集中力，
粘りڧさ，コミュニケーション能力，人間力などを身に付ける
べきとしている（文部科学省，2025）．そして，これを実現す
るために文理༥合教育のLSが重要と説いている（文部科学省，
2025）．今回の答申におけるこれらの社会ニーズ，౸達目標，
そして身に付けるべき知識・技能・資質は，いずれもந象的で
യ然としていると言わ͟るを得ない．そしてまた，達成すべき
水準についても，今回の答申では在学中にどれくらい力を৳ば
すことができたのか，といった定性評価の導入が議論されてい
る．これも従来の議論から大きく後退している．やはり定ྔ評
価できる基準を定め，それに適合しているかどうかによって
個々の授業の単Ґがݫ格に認定され，そして規定のカリキュラ
ムをཤ修することで，目指すべきଔ業生像にࢸると考えられる．
これは特に国家資格と連動している教育プログラムには重要な
ポイントであるし，またଔ業生を受け入れる社会にとっても，
その学科・コースの学士がいかなる能力を証明するものである
のかを示す重要な指針になるであΖう．
　今回の答申では専門教育は大学院が担い，質の高い博士人材
により高度専門人材が࿫われることになっているので（文部科
学省，2025），学部の౸達目標や水準はந象的でも良いという
ロジックかもしれない．しかし，高度専門人材を博士だけで担
うのは容қではない．日本地質学会の調査では，全国の大学か
ら毎年約200名のଔ業生・修了生が地質技術৬にबいている

（佐々木，2025）．それでも業界では人手ෆ足との声がࠜڧいの
で，地質技術৬に対する社会ニーズはこれよりも多いのであΖ
う．それに対して博士の修了者は年間に40名程度にすぎず，そ
の半数以上が研究৬にबいている（佐々木，2025）．地質技術
者のध要だけでも現状の̑ഒ以上の博士が必要になり，とても
現実的ではない．やはり学部から専門教育を行い，多くのଔ・
修了生が専門৬にबくようにしなければ社会ニーズに応える事
はできない．
　大学教育に対する第三者評価も大学改ֵの長年のテーマであ
る．現状では，第三者評価として大学全体を対象とした機関別
認証評価が行われ，学部や学科，コース等の授業内容や単Ґ認
定基準などの詳細は自己点検でカバーする内部質保証が行われ
ている．この内部質保証ですら今回の答申は負担が重いとଊえ
ている．そもそもこの内部質保証は，かなりෆ十分なやり方で
ある．その現状を学術論文の査読制度に例えると，出版社の健
全性は確認するが，そこの雑誌に掲載される論文のͻとつͻと
つは査読しない，という状態である．やはり論文のͻとつͻと
つについて査読は行われるべきであり，そのことによって論文
の質と信頼性が向上する．同様に，大学教育の質保証として，
教育ओ体である学科やコースを対象とした詳細な第三者ピアレ
ビューを積極的に受け入れるべきである．そういった大学教育
の審査機関として，ҩ学分野では日本ҩ学教育評価機構

（JACME），ޢ؃学分野では日本ޢ؃学教育評価機構（JABNE），
理工೶情報分野では日本技術者教育認定機構（JABEE）など
が整備されており，これらへの受審率を向上させていくことが
．であΖうے
　国際通用性は今回の答申でも重要とڧ調され，国際的な大学
間連携やデジタル学習ཤ歴証明が対応策として挙げられてい
る．しかし，特定の大学間のみでしか通用しない状態や，ଔ業
生が学修ཤ歴でもって自らの能力・資質・水準を説明しなけれ
ばならない状態というのは，大学の国際通用性として十分とは
言えない．大学教育においても国際認証制度が運用されている
分野があり，そういった分野では学科・コース単Ґで国際認証

を受けることで国際通用性が確保されている．地質学分野では
幸いなことにJABEEがワシントンアコードの協定加ໍ団体で
あるため，JABEEの認定を受けている学科・コース等の教育
は国際的同質性が保証されている．これは留学生の大学選びや，
ଔ業生が海外での業務に携わる場合にも重要であるが，その学
科・コースの学士がいかなる能力を証明するものであるのか，
という大学の価値そのものを国際的に証明するものでもあり，
大学の国際認証はきわめて重要である．

ରԠҊ
　文理༥合のLSが本格的に導入されると専門教育および地質
系の学科・コース等が大幅に࡟減される可能性があり，Կらか
の手立てが必要になる．ͻとつの案として，大学改ֵの長年の
課題である「社会ニーズを踏まえた高等教育」「第三者評価に
よる質の保証」「国際通用性」に正面から取り組み，今回の答
申の更に先を行く教育像を示すのも生き࢒り戦略としてあり得
るのではないだΖうか．
　大学において基礎研究や真理探究を行うという事と，社会と
向き合うというという事はԿらໃ६するものではない．ΉしΖ
地質関連の業界から「学部段階から，地史学，ଯ積学，岩石学，
߭物学，古生物学，構造地質学，地質調査法，野外巡検などを
しっかり教えてください」と要望してもらえればありがたい．
今回の答申では特に地Ҭ社会ニーズがڧ調されているので，た
とえば各都道府県の地質調査業協会などに協力を依頼する方法
もあるだΖう．また，学内での選択と集中においても，إが見
えるレベルの地元業界から専門教育の継続を要望してもらえれ
ば力ڧい援ޢになるだΖう．
　そして今回の答申が提言している定性的な評価に取って代わ
る質保証に積極的に取り組Ή事も重要であΖう．論文の査読制
度が研究の質保証の重要な一ཌྷであるのと同様に，教育にも学
科・コース単Ґでの第三者ピアレビューを受け入れて，授業一
つ一つのレベルにまで外部の目が入り得るようにすべきであ
る．地質学分野にはJABEEがあるので，この審査を受けるの
が良いだΖう．JABEEは大学の質保証にطに25年以上も取り
組んでおり，ピアレビューによる大学教育向上のノウハウを十
分に有している．また，JABEEから認定されれば，同時に国
際認証を得る事になる．国際認証は今回の答申を上回る明確な
国際通用性となる．

·ͱΊ
　18歳人口の減少に連動して交付金や助成金が大幅にカットさ
れる可能性がある．そうなれば各大学の学内での選択と集中が
進ΉだΖう．その際に文理༥合のLSは定員࡟減のツールにな
るݥة性がある．専門教育をकるために，今回の答申よりも先
進的な高等教育像を示すという手もあるだΖう．例えば，地質
業界から専門教育に対する要望を受け，社会ニーズを踏まえた
具体的な౸達目標を掲げ，それを具現化する教育を行い，第三
者ピアレビューでその質を保証し，国際認証を取得して国際通
用性を確立し，多くのଔ業生たちを専門৬種に送り出すという
アプローチもあるだΖう．
　これが།一ղではないだΖうが，いずれにしても全国の多く
の地質系の学科・コースが今後も維持発展されていくことをئ
っている．大学自らが，より積極的に教育の質保証を図り，国
民から信頼されるように努力することが，学問の自由をकるた
めに重要なのではないだΖうか．

˞引用文献は，学会ホームページに掲載しています．
httQs://HeosocietZ.KQ/GaR/content1216.html
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paleomagnetic pole representing the 100 Ma pole for 
southwest Japan
 located within the group of Cretaceous 
poles. The A1W1 for southwest Japan between 110 and 
70 Ma was revised to evaluate stagnation in polar motion 
in this region.

ジϧίンͷ6rPb๏ͱ（6rTh）�)e๏からਪఆ
さΕた๺海ಓೆ੢෦ɼ௕ສ෦地Ҭ（ࠇদ಺௿地
ଳ）ͷ໿1 Maͷςϑラ

ҏ౻ٱහ
 Martin DaniãÍk
 ᳃ᖒ޷博
https://doi.org/10.5575/geosoc.2025.0007
;ircon double-dating (U–1b and (U–
Th)/)e) was performed on a tephra in 
the 1leistocene Chiraigawa 'ormation
 
Oshamambe district (,uromatsunai 
lowland)
 southwestern )okkaido. The 
obtained ages were 1.035 ʶ 0.048 Ma and 1.030 ʶ 0.054 
Ma
 respectively
 which are mutually consistent. These 
results indicate that the zircons from this tephra 
crystallized in a magma at ca. 1.0 Ma and an eruption 
producing the tephra happened instantly. The applied 
methodology appears to be robust for dating 2uaternary 
volcanic activity
 similarly to another zircon double-dating 
(U–1b and fission-track) approach. 'urthermore
 U–1b 
dating of a tephra in the 1leistocene 4etana 'ormation 
yielded an age of 1.063 ʶ 0.037 Ma. These results indicate 
that the depositional age of the 4etana 'ormation is in 
close agreement with previous estimates
 but that the 
Chiraigawa 'ormation
 which was previously assumed to 
be Middle 1leistocene
 is Early 1leistocene. The ages also 
indicate that the 4etana and Chiraigawa formations were 
deposited in a very short time interval.

ྱจʵށאଳにଐするαϋϦンೆ෦Ϟωϩン島
ͷനѥل島ހ火山ؠ

૬ᖒਖ਼ོ
 岡村 ૱
 西戸༟࢚
https://doi.org/10.5575/geosoc.2025.0006
サハリンೆ西෦のϞωϩン島からಘらΕ
ͨ深෦Ϙーリンάコア中のനѥل火山ؠ
ྨは，ݰ෢ؠ質から҆山ؠ質の島ހϚά
Ϛ૊成を༗し，ྱ文ʵא戸ଳに属する．
Ϟ ω ϩ ン 島 火 山 ؠ の)'4元 ૉ ૊ 成 は
N-MORBにྨࣅし，イβφΪϓレートの௜み込み࣌にスラ
ブଯੵ物メルトのد༩ྔが減গしていͨ͜とが示ࠦ͞Εる．
西ଠ平༸पลのςクトχクスは，主にՖቋؠ質ؠの研究に
より，໿127 MaごΖのフΝラϩンʵイβφΪ海ྮの௜み込
みと，56–46 MaのイβφΪʵଠ平༸海ྮの௜み込みに൐う
火成活ಈのఀࢭ，およͼϚントル૊成のஔ׵が議論͞Εて
いる．一方で，Ϟωϩン島火山ؠに関する本研究のಉҐମ
σータは，本地Ҭपลにお͚るイβφΪʵଠ平༸海ྮの௜
み込み前後でのϚントルஔ׵を൱定する．Ֆቋؠ質ϚάϚ
は地֪成分のӨڹをڧくड͚ている͜とがଟいͨΊ，スラ
ブʵϚントル૬࡞ޓ༻の解໌には，ݰ෢ؠ質のؠੴを༻い
る͜とがॏ要で͋る．

山ӄόソϦεதԝ෦ͷߴ田Ֆቋર྘ؠに͓͚る
ଟஈ֊ϚάϚ஫ೖͷؠੴ学తূڌ

中山੉ಹ
 遠౻ढ़༞
 ُ井३ࢤ
https://doi.org/10.5575/geosoc.2025.0009
西ೆ日本の山ӄόソリス中央෦に分෍す
る高田Ֆቋર྘ؠは，ジルコン U–1b 年
代により長ظ間にわͨるϚάϚ活ಈがఏ
案͞Εている．本ؠମは，ී通֯રੴ黒
Ӣ฼Ֆቋર྘ؠを主ؠ૬とし，ۤమ質Ϛ
άϚ（小木ੴӳર྘ؠ）とのϛンάリンάを示す૊৫がみ
らΕる．まͨ，高田Ֆቋર྘ؠのߏ成߭物にはオシラトリ
ーྦྷଳߏ଄（ྫえ͹ࣼ長ੴのアϊーサイト成分
 νタφイト
の ;r ΍アルカリ長ੴの Ba）΍࠶༥解૊৫がීว的に観察
͞Εる．֯રੴ΍νタφイトを༻いͨ地質Թ౓ѹ力ܭをద
༻すると，180～200 M1a の定ஔѹ力৚݅でソリμス෇ۙ
でのԹ౓มಈを示ࠦする．まͨ，શؠ Rb–4rಉҐମ૊成は，
なアイソクϩンを形成しなかっͨ．͜Εらは，ۤమ質޷ྑ
ϚάϚに加え，ݯى物質のಉҐମ不ۉ質をもͭٛ޿のՖቋ
質ϚάϚのෳ਺回の஫ೖを示ࠦしており，͜Εが高田Ֆؠ
ቋર྘ؠの長ظ間にわͨるϚάϚ活ಈの࣮ଶと考えらΕる．

Improved def ini t ion of the Cretaceous 
paleomagnetic pole for southXest Japan using 
the 100 Ma )ayama 'ormation

,oji Uno
 )aruki 4uga
 ,uniyuki 'urukawa
https://doi.org/10.5575/geosoc.2025.0008
This study updates the mid-Cretaceous 
(100 Ma) paleomagnetic pole for the 
inner arc of the southwestern Japanese 
islands
 referred to as southwest Japan
 
to investigate potential stagnation in its 
apparent polar wander path (A1W1). The updated pole 
interpolates the Cretaceous A1W1 for southwest Japan
 
providing insights into the geodynamic characteristics of 
the region during this period. 'or paleomagnetic analysis
 
red mudstone samples were collected from four sites in 
the 100 Ma )ayama 'ormation in the )ayama area. A 
high-temperature remanent magnetization component
 
carried by hematite
 was isolated from the four sites
 
passing the fold test. The primary nature of the 
magnetization was confirmed by the detrital origin of the 
magnetic carrier. The primary directions
 combined with 
previously reported results
 were used to define a 

地質学ࢽࡶは，2022年（128ר）からは׬શ電子化とな
りましͨ．会員の皆様に，ެ開͞Εている新しい論文
をご঺հします．ͥひJ-4TAGE্で本論文をӾཡして
くͩ͞い．2Rコードからも֤原ߘにアクセスして௖͚
ます．
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/geosoc/-char/ja

新͠い論จ͕ެ։さΕͯい·す

Ϩλー

論 આ

論 આใ ࠂ



11日本地質学会News　28（６）

2025年度会費督促請求に関するお知らせ
　2025年౓会費およͼͦΕҎ前の未ೲ会費が͋る方に対して，੥ٻॻ（༣ศৼସ༻ࢴ）を6月12日に発ૹしまし
ͨ．
．いますߦいいͨします．まͨ自ಈҾམにͭいては，6月23日にҾམしをئにごૹ金くͩ͞いますようおٸૣ　
˞2025年౓分会費が未ೲの場合は，7月号からのχϡースࢽのૹ෇を一࣌的に中͞ࢭせてい͖ͨͩます．
˞2025年౓分の学生会費申੥はड෇をऴྃしています（૎っての申੥はで͖ませΜ）．

長期未納者の雑誌バックナンバーの送本について：3年౓分Ҏ্の未ೲ会費をおৼ込み͞Εる方で，未ೲظ間中
（ૹ本ఀࢭ中）のࢽࡶόックφンόーのૹ෇をر๬する方は，༣ศৼସ༻ࢴのνΣックཝにて，ҙࢥをお示しԼ
͞い．νΣックが無い場合は࠷新号のχϡースࢽからૹ本࠶開します．地質学ࢽࡶは128ר（2022年1月）から，
子ମはχ࡭，શ電子化͞Εましͨ（J-4TAGE্にてフリーアクセスにてごཡい͚ͨͩます．）．2022年1月Ҏ後׬
ϡースࢽのみ発ߦしています．

一ൠࣾஂ๏人日本地質学会　ӡӦࡒ੓෦会
TE-：03-5823-1150　e-mail：main!geosociety.jp

第16回惑星地球フォトコンテスト：優秀賞
朝日を浴びて

ࣸਅ：芝﨑静雄（Ѫඤ県）

撮影場所：高知県　ཽ۲海岸
撮影者より：地震による海ఈ地す΂りでで͖ͨと考えらΕるཝ間ੴ΍๘の૥ঢ়の݀がみらΕます，自然が生みग़しͨح
．ӨしましͨࡱらΕます．ேཅを待ってݟがͨく͞Μؠ
審査委員長講評：଍੆ິのۙくに͋るཽ۲海岸は࠭టޓ層がͭくるحউで，ଟ਺のࣸਅがࡱӨ͞Εています．཮ଆから
海ଆに޲かってのߏ図がଟいのですが，͜のࣸਅは海ଆから཮ଆをࡱӨしͨもの．͜の഑ஔによって地層を立ମ的にみ
せる͜とがで͖ます．山の୺からঢって͖ͨ͹かりଠཅを഑ஔすると࿐ग़の調੔が大มですが，うまくॲཧ͞Εていま
す．
地質解説：中新౷三࡚層܈は，高知県ೆ西୺の土ࠤਗ਼水市に分෍する，日本海の֦大࣌ظに前ހ海ຍをຒΊͨ地層で
す．ཽ۲海岸では，本層্࠷܈෦をߏ成するཽ۲層のԼ෦が࿐ग़しており，೾࿘΍ストームの࡞༻が୎ӽしͨԭ浜઴Ҡ
ଳ～外浜のଯੵ物を観察で͖ます．ࣸਅ中央より޲かって΍΍ࠨଆのཝ間ੴ（࠭ؠ）は，コンϘリϡートߏ଄が日本の
଄が発ୡしてߏのม形࣌݁ݻには未܈わせると͜Ζが名前の༝来です．ଞにも三࡚層ࢥங様ࣜにみらΕる「ཝ間」をݐ
おり，ͦのଟくは地震ಈに関連してで͖ͨとݴわΕています．まͨ，ࣸਅ中央のストーム成࠭ؠ層のख前ଆなどに఺ʑ
とݟらΕる੺஡ؙ͚ͨいմは，ࢎ化మのബいඃບに෴わΕͨ୸ࢎカルシウムの球ঢ়コンクリーション（ϊジϡール）で
す．もう一ͭ，ݱ地にߦくと࠭ؠ表面の所ʑに๘の૥ঢ়の݀が発ୡしています．͜ΕはԘྨ෩化によるඍ地形ʠタフΥ
χʡです．（౻内ஐ࢜：高知大学）

表紙紹介
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C A L E N DAR
2025.7～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2025年
■7月　July

（後）第62回アイソトープ・放射線研
究発表会
7月2日（水）～4日（金）
会場 日本科学未来館７階 未来館ホールほか

（東京・お台場）
https ://pub.conf i t .at las . jp/ja/event/
jrias2025

三浦半島活断層調査会 創立30周年記
念講演会
三浦半島の大地を知り減災を考える
7月6日（日）13:00-16:00
会場：横須賀市自然・人文博物館１階 講座
室
当日先着80名（申込不要）
連絡先：三浦半島活断層調査会 事務局（青
木方）
メール：atsumi-aoki[at]mcko.jp

第204回深田研談話会
大地震はどのように発生するのか：地質学と
地震学の学祭的立場からの考察
7月11日（金）15:00-16:30
会場：深田地質研究所研修ホール+オンライ
ン
講師：遠田晋次（東北大学災害科学国際研究
所）
要事前申込・参加費無料
https://fukadaken.or.jp/

■8月　August
東京地学協会【地図講座2025】
8月7日：講座A「Web地図で教材化，授業づ
くりにひと工夫」
8月7日：講座B「3次元地質地盤図で読み解
く首都圏の地盤と災害リスク」
10月19日：巡検C「地形図を持って，河岸段丘
の崖線，湧水，断層地形を観察しながら歩く」
11月16日：巡検D「河川争奪など地形地質の
成因と人間の関わりを考えながら歩く」
参加費無料，非会員も歓迎．
https://www.geog.or.jp/lecture/info/2025-
05-27/

（後）科学教育研究協議会2025年第
71回大会
8月８日（金）～10日（日）
会場：中央大学附属高等学校（東京都小金井
市）
https://kakyokyo.org/

■9月　September
第10回ぼうさいこくたい2025 in 新
潟
9月6日（土）～7日（日）
場所：朱鷺メッセ　新潟コンベンションセン
ター
https://bosai-kokutai.jp/2025/

（後）第68回粘土科学討論会
9月10日（水）～12日（金）
会場：産業技術総合研究所臨海副都心センタ
ー（東京都江東区青海2丁目3–26）
https://www.cssj2.org/event/annual_
meeting/  

日本鉱物科学会2025年年会・総会
9月10日（水）～12日（金）
会場：山口大学吉田キャンパス共通教育棟
https ://pub.conf i t .at las . jp/ja/event/
jams2025

（ 共 ）19th International Conference 
on Thermochronology

（第19回国際熱年代学会議/Thermo 2025）
9月14日（日）～20日（土）
会場：金沢商工会議所（金沢市尾山町9-13）
https://smartconf.jp/content/thermo2025/

★ 日 本 地 質 学 会 第132年 学 術 大 会
（2025熊本大会）
9月14日（日）～16日（火）
会場：熊本大学黒髪地区

（共）2025年度日本地球化学会第72
回年会
9月17日（水）～19日（金）
口頭発表（ハイブリッド），ポスター発表

（対面）
場所：東北大学・川内北キャンパス
https://www.geochem.jp/annual-meetings/
latest-annual-meeting

（後）第6回アジア恐竜国際シンポジ
ウム
9月26日（金）～30日（火）
会場：福井県立大学永平寺キャンパス（福井
県吉田郡永平寺）
https://dinoasia.asia/

第42回歴史地震研究会（豊岡大会）
9月27日（土）～ 29日（月）
場所：芸術文化観光専門職大学 (兵庫県豊岡
市山王町7-52)
https://www.histeq.jp/kenkyukai.html

■10月　October
2025年度日本火山学会秋季大会
10月1日（水）～3日（金）
会場：キッセイ文化ホール（予定）（長野県
松本市水汲）
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html

2025 NEA IDKM Symposium
主催：OECD/NEA（ホスト機関：NUMO）
10月7日（火）～9日（木）
会場：パシフィコ横浜
サイトツアー（10/10）：東京電力廃炉資料
館，福島第一原子力発電所（予定）
https://geosociety.jp/outline/content0255.
html#10

Magellan Plusワークショップ：Land-
to-Sea Shaking Studies (L2S3-WS)

（海底・湖底堆積物を用いた地震履歴
研究に関するワークショップ）
10月21日（火）～ 24日（金）
場所：国立台湾大学（台湾・台北市）
国内問い合わせ先：池原研（産総研）／中西
諒（京都大学）
https://sites.google.com/view/land2sea-
workshop/home

■11月　November
国 際 ゴ ン ド ワ ナ 研 究 連 合（IAGR）
2025年総会及び第22回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
11月2日（日）～6日（木）
会場：延世大学新村キャンパス（韓国ソウル）
2日：参加登録とアイスブレーカー
3日・4日：シンポジウム，総会，晩餐会
5日・6日：野外討論会
http://www.gondwanainst .org/sympo
sium/2025/IAGR/IAGR 2025 Circulars.docx

（協）Techno-Ocean 2025
11月27日（木）～29日（土）
会場：神戸国際展示場2号館ほか（神戸市中
央区港島中町6-11-1）
https://to2025.techno-ocean.com/

（協）第41回ゼオライト研究発表会
11月27日（木）～28日（金）
会場：富山国際会議場
https://jza-online.org/event
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学　会　記　ࣄ

2024年度第4回ཧࣄ会議ࣄ࿥
日時：2025年4月19日（土）14:00-17:00
　　　【WEB会議形式】
出席役員：出席理事42名，出席監事2名
 ・会長1名：山路　敦
 ・副会長1名：杉田律子
 ・常務理事1名：亀高正男
 ・執行理事12名：岩井雅夫・保坂（内尾）優

子・大坪　誠・尾上哲治・加藤猛士・小宮　
剛・坂口有人・髙嶋礼詩・細矢卓志・松田
達生・矢部　淳・山口飛鳥

 ・理事会議長1名：高野　修
 ・理事会副議長1名：野田　篤
 ・理事25名（議長・副議長を除く）：青矢睦

月・天野一男・磯﨑行雄・大友幸子・岡田　
誠・笠間友博・加藤　潔・香取拓馬・金丸
龍夫・野口（神谷）奈々・川村紀子・桑野
太輔・齋藤　眞・佐々木和彦・澤　燦道・
沢田　健・沢田　輝・菅沼悠介・田村嘉
之・西　弘嗣・広瀬　亘・道林克禎・矢島
道子・山本啓司・和田穣隆

 ・監事：岩部良子・山本正司，事務局1名：
澤木寿子

 ・欠席役員：理事（8名）：内野隆之・清川昌
一・小松原純子・下岡和也・辻森　樹・中
澤　努・星　博幸・松田博貴

・ 議長により理事会の成立要件の確認がなさ
れた．本日の出席者が42名，成立要件は理
事総数50名の過半数26名以上であることか
ら，本理事会は成立することが確認され
た．議決は出席者の過半数22名以上であ
る．

 ・書記は田村理事，澤理事が指名された．
 ・開催に先立って，山路会長より日頃の理事

の学会運営への協力等に対する謝辞が述べ
られた．

ใ߲ࣄࠂ
1. 執行理事会報告（亀高常務理事）
亀高常務理事より，今年度第8～10回の執行
理事会議事録および第11回執行理事会議事次
第から，以下の点について報告があった．
 ・執行理事会の会議時間を短縮し，開催日を

平日に変更する方向で検討中．5月に試験
的に実施する．

 ・キャリアビジョン誌掲載企業は117社で過
去最大になり，1月下旬に各大学に配布さ
れた．

 ・地質標準化委員会の報告より，JISの修正
内容が多く，再来年に全面改訂の予定．国
際地質年代層序表（v2024/12）の日本語
版を更新した．

 ・ジオパーク学術支援連合（JGASU）の学
会選出委員として天野一男理事が再任．

 ・地理学連携機構，地理関連学校連合，人
文・経済地理関連学会協議会合同総会

（3/18亀高常務出席）参加報告．
2. 総務委員会（加藤猛士理事）

 ・2025年3月末時点の会員動静と，前回（12
月）理事会以降の逝去会員6名の報告があ
った．報告の後，逝去会員に黙祷を捧げ
た．また，2024年度末退会および除籍予定
者一覧を回覧し，確認した． 

 ・永年会員顕彰者の報告． 顕彰者は次の通
り（敬称略）．

70年顕彰者：2名（1954年度入会者：2024年
度会費まで納入済）後藤博弥，仲井　豊

60年顕彰者：6名（1964年度入会者：2024年
度会費まで納入済）小澤智生，加瀬靖
之，神谷英利，小勝幸夫，菅野耕三，早
津賢二

50年顕彰者：42名（1974年度入会者：2024年
度会費まで納入済）会田信行，浅川行
雄，足立勝治，足立久男，大久保進，大
塚富男，岡本正也，加藤芳郎，鎌田耕太
郎，川原和博，鴈沢好博，木村　学，熊
田政弘，公文富士夫，境垣内隆雄，坂本　
治，嵯峨山積，佐藤悦郎，佐野弘好，鈴
木　哲，高須　晃，谷岡誠一，谷口純
造，檀原　徹，鳥居　孝，長井孝一，中
村盛之，中村由克，西ケ谷修，野村律
夫，濱田　治，原山　智，藤井光男，藤
崎 克 博， 藤 本 勝 彦， 古 野 邦 雄， 保 科　
裕，前田仁一郎，益子　保，松本仁美，
山崎孝成，吉水一郎

40年顕彰者：39名（1984年度入会者：2024年
度会費まで納入済）五十嵐厚夫，池田　
剛，岩内明子，岩田昌寿，氏原　温，海
野 芳 聖， 笠 原　 茂， 加 藤　 明， 金 子　
誓，亀尾浩司，木谷啓二，栗田裕司，五
島　昇，金　秀俊，坂本　泉，佐々木和
彦，菅原宏，杉山輝芳，関場清隆，竹下
浩征，田中里志，田上洋人，中村晶平，
七山　太，楢戸敬一郎，西　琢郎，布川
嘉英，福田修武，藤田耕二，藤繩明彦，
古澤　明，古谷茂継，細山光也，堀　利
栄，町田隆史，松木宏彰，松村秀喜，水
垣桂子，吉村実義

 ・大会運営費高騰により，2025年熊本大会か
ら学術大会参加登録費を値上げする旨報
告があった．コロナ禍明け2022年東京大会
以降は赤字が続いており，値上げをしても
熊本大会は赤字の見込みであることが説
明された．

 ・学会オリジナルフィールドノートは在庫
僅少により2025年度増刷予定．ただし，物
価高騰により大幅な値上げが見込まれる．
そのため，大口購入先に値上げ後の購入可
否や仕様変更に関するアンケート調査を
おこなった．それらも踏まえ検討した結
果，ハードカバー，レインガード紙は維持
しつつ，ある程度仕様を変更して1000円程
度に価格を抑えて増刷する計画が説明さ
れた．

 ・学会活動における組織内のコミュニケー
ションツールとしてTEAMSの利用を開始
する予定であり，希望する専門部会，委員
会などで使用できるよう整備する．

3. 広報委員会（坂口理事・内尾理事）

 ・内尾理事より，学会Webサイトリニュー
アルの進捗状況について報告があった．仮
サイトが作成され，画面デザインが共有さ
れた．スマホでも見やすい表示を製作中で
あることが説明された．順次作業を進行
中．

 ・大坪理事より，SNS（X）のフォロワー数
の増加が報告された．非会員のフォロワー
が増えており，地質学会会員数を超えた．

4. 行事委員会（高嶋理事・山口理事）
 ・2025年熊本大会の準備状況が報告された．

市民講演会および地質情報展は科研費120
万円が採択．市民講演会は，講演者に大橋
智之氏（北九州市自然史歴史博）を追加し
計4名の講師による講演を予定している．
また巡検9コースについては，現在巡検案
内書が編集中．トピックセッションは15件
を採択した．懇親会会場は上限200名であ
るため，早めの申し込みが必要であること
が案内された． 

 ・2026年金沢大会については，巡検コース案
の紹介があり，能登半島地震に関連した2
コースも予定されている．2027年つくば大
会については，会場と日程が調整中である
ことが報告された．大会委員長は氏家恒太
郎会員．

5. 専門部会連絡委員会（尾上理事）
 ・各専門部会の2024年度の活動報告が提出

された．
6. 地質学雑誌編集委員会（小宮理事，代理亀
高常務）
 ・編集状況について報告があった．投稿数は

堅調であること，2024年度学会各賞を受賞
した方への投稿を促していることが報告
された．

7. Island Arc編集委員会（辻森理事，代理亀
高常務）
 ・編集状況について報告があった．発行状況

は例年並み．2024年インパクトファクター
（IF）の予想値は1.24．

8. 地学教育委員会（岩井理事）
 ・岩井理事より，大学入試センターへの意見

書について報告があった．地学関連科目の
平均点が他の理科科目に比べて低くなら
ないように要望を行う．

 ・地震火山地質こどもサマースクールは
2025年度御嶽山，2026年度気仙沼で開催予
定．27年度開催地がまだ決まっておらず，
期日を延長して公募中．

9. 地質技術者教育委員会（加藤猛士理事）
 ・第5回JABEEオンラインシンポジウム「高

等学校での地学教育と大学での専門教育
との連携」（3月2日）開催報告．動画は
YouTubeで公開されている．

 ・2023年度人材動向調査の結果が3月号ニュ
ース誌に掲載された．

10. 生涯教育委員会（矢部理事）
 ・2025年「地質の日」イベントとして，フォ

トコンテスト作品展示会をはじめ．今年も
学会関連で多数のイベントが予定されて
いる．詳細はWebサイトで確認してほし
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いとの案内があった．
 ・山路会長より，シニア会員へのアンケート

実施結果について報告があった．対象者
853名のうち243名からの回答があり，シニ
ア会員間の交流促進，新知識への渇望，リ
モート講演会・学習会の多頻度化，居住地
近くでの巡検，会費の値下げなど要望が寄
せられた．また学会に対して協力できるこ
ととして，講演会等での講師役，巡検案内
役として学問的な情報発信を希望する声が
多数あった．引き続き，シニア層の満足度
を上げる施策を検討することが報告され
た．

11. ジオパーク支援委員会（天野理事）
 ・「大地と人の物語　地質学で読みとく伝承」

の出版について状況報告があった．現在最
終校正段階．6月上旬に創元社から出版予
定．印刷費や通信費などの高騰により，企
画提案当初より販売価格が上がる見込み

（定価2,600円+税）．すでにAmazonなどに
予約注文用の予告が掲載されている．

12. 支部長連絡会議（杉田副会長）
 ・各支部の2024年度の活動報告が提出され

た．
13. 名誉会員推薦委員会（星副会長，代理亀
高常務）
 ・2025年度は名誉会員候補者の推薦はなかっ

た．推薦募集に対する広報の改善も検討し
ていることが報告された．

 ・磯崎理事より，名誉会員の推挙は毎年3名
程度の縛りがあるが，世代により人数に差
があることから，前年の選考から漏れた推
薦へのケアも必要ではないかとの意見があ
った．

14. 若手活動運営委員会（神谷理事）
 ・地質系業界オンライン交流会（2/14開催）

の実施報告があった．当日の参加者は25
名．

 ・今年度の活動計画として，熊本大会時に若
手交流会，11月下旬～12月上旬にかけて埼
玉県長瀞での若手巡検（日帰り）を計画し
ている．また若手会員向けのメルマガ配信
を開始する．メルマガは登録制ではなく，
35歳以下の全会員を対象に配信する．

৹議߲ࣄ
1. 各種委員会メンバーの追加・交代
地質学雑誌編集委員会の小宮理事より，大友
幸子会員（山形大）から乾　睦子会員（国士
舘大）への委員の交代に関する説明がなされ
た．乾氏は文化地質学分野の原稿を担当予
定．若手活動運営委員会の神谷理事より，都
丸大河会員（東北大），加藤広大会員（（株）
KANSOテクノス）の2名を追加する提案が
なされた．審議の結果，賛成多数で承認され
た．
2. 各種委員会規則の制定（加藤猛士理事）
4つの委員会（地質標準化委員会，地質学雑
誌編集委員会，企画出版委員会，生涯教育委
員会）の規則整理を行ったことについての説
明があった．地質学雑誌編集委員会について

は，実際の運用に即したメール審議を認める
などの変更点が説明された．審議の結果，賛
成多数で承認された．
3. 各賞受賞者の決定（沢田理事）
各賞選考委員会の沢田委員長より，選考結果
について報告がなされ，審議の結果，賛成多
数で承認された．受賞者は以下の通り．
都城秋穂賞（1件）：ジェラール　シェンゲオ
ール氏
小澤儀明賞（1件）：松本廣直会員
論文賞（2件）：別所孝範ほか （2024） 地質雑, 
130, 35-54/亀 高 正 男 ほ か（2019） 地 質 雑, 
125，793-820.
小藤文次郎賞（1件）：岩森　光会員
研究奨励賞（1件）：米岡佳弥会員
フィールドワーク賞（1件）：松山和樹会員
学会賞及び柵山雅則賞は該当者なし．
なお，今年度は推薦数が少なく，特に専門部
会からの推薦が少なかった．原因を調査し推
薦数の増加を図る必要性が理事会へ申し送ら
れた．これついては，部会内での議論や交流
機会が減少していることが原因に挙げられ，
従来のMLがメルマガ方式のシステムに変更
され，使いにくいことも影響しているのでは
ないか，推薦を出さない部会に対して働きか
けて推薦を促したいとの意見もあった．亀高
常務理事からは推薦数の減少は執行理事会内
でも問題視しており，学術大会ランチョンや
夜間小集会も活用して，部会活動の活性化を
図っていただきたい旨コメントがあった．山
路会長からは部会推薦だけでなく，会員個人
の推薦も可能であるから，促進したいとの意
見があった．
4. 研究奨励金支給対象者の決定（内野理事，
代理亀高常務）
選考の結果について説明があった．支給対象
者として4名（高橋恒佑会員，古庄航輝会員，
鈴木捷太会員，福井堂子会員）を選考した．
いずれも満額の20万円．選考基準についての
質問があり，フィールドワークの重視，研究
内容，支給される奨励金の使用用途などを考
慮していることが説明された．審議の結果，
賛成多数で承認された． 
5. 地質学雑誌等デジタルアーカイブ化につい
て（尾上理事）
2004年以前の地質学雑誌掲載論文は英語要旨
がないものがあり，J-STAGE上の論文PDF
が画像であるため自動検索に認識されないと
いう問題が報告された．学術検討WGで検討
し た 結 果，1956-1998年 の 論 文 に つ い て，
Abstractと日本語抄録をテキスト化すること
が提案された．費用見積は2025年度予算に計
上されるとの説明があった．審議の結果，賛
成多数で承認された．
6. 地球・資源分野JABEE委員会の事務局機
能の引継ぎ（加藤猛士理事）
地球・資源分野JABEE委員会の事務局機能
を地質学会に引き継ぐことに関する説明がな
された．現在事務局は資源・素材学会が受け
ているが，今後地質学会が引き受けてほしい
との要望があった．業務委託契約となる予

定．2025年度は移行期間（引継ぎ），2026年
度より正式に引き受けることが補足された．
審議の結果，賛成多数で承認された．
7. 2024年度事業実施概要（案）（亀高常務理
事）
2024年度の学術大会，学術研究活動，出版活
動等の報告がなされた．審議の結果，賛成多
数で承認された．
8. 2025年度事業計画（案）（山路会長）
山路会長より2025年度の事業計画の説明がな
された．審議の結果，賛成多数で承認され
た．
9. 2024年度決算概算（案）（加藤猛士理事）
2024年度の決算の説明があった．収入につい
て，会員数前年度比10名減で下げ止まり状態
のため会費収入は前年度並みであった．補助
金収入は，山形コンベンションからの学術大
会助成金が大きかった．支出については，特
に支部・部会等活動事業支出が減少した．こ
れは支部活動がコロナ禍以前ほどに復調して
いないことが考えられる．各事業別にはプラ
ス，マイナスがあるが，全体としてはバラン
スが取れたため，総収支は約24万円の黒字で
あることが報告された．審議の結果，賛成多
数で承認された．
10. 2025年度予算案（加藤猛士理事）
2025年度の予算案の説明があった．収入につ
いては賛助会員増加，前年度並みの新規入会
者を期待して会費収入の増額を見込んでい
る．引当金の取り崩しは，学会HPリニュー
アル事業，フィールドノートの増刷，学術大
会補填費用として予定していることなどが説
明された．西理事より， HPリニューアルと
地質雑のデジタルアーカイブ化のどちらの事
業を優先して進めるのか，またアーカイブ化
用の基金整備が必要ではないかとの質問があ
った．加藤理事からは，2025年度に両方の事
業を進める予定であり，アーカイブ化は現時
点では単年度事業として計画しているため，
基金ではなく事業準備引当金より取り崩す旨
回答があった．審議の結果，賛成多数で承認
された．
11. 各賞関連の規則改正案（亀高常務）
各賞関連の規則（運営規則，各賞選考規則，
選考委員会規則）改正案の説明があった．小
澤賞，柵山賞，ナウマン賞，研究奨励賞，フ
ィールドワーク賞対象者の対象期間が最大限
活かせるよう，対象期間の期日変更を行う．
学生優秀発表賞の対象者を「学生会員」から

「学籍のある会員」とする（社会人ドクター
や学生会員登録を行っていない会員も対象）．
専門性を考慮した人選ができるよう，各賞選
考委員を理事以外からも選考可能とする．利
益相反の観点から，選考検討委員会から前・
現会長を外す．などが説明された．金丸理事
より学生優秀発表賞の「学籍のある会員」の
証明やチェックはどのように行うのかとの質
問があった．執行理事会，事務局からは，基
本的には性善説に基づく自己申告であるが，
講演申込の際に所属を明記するので問題ない
との回答があった．審議の結果，賛成多数で
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承認された．
12. 総会議案の決定（亀高常務）
総会の議案内容について説明があり，審議の
結果，賛成多数で承認された．

ίϝントࣄ؂
（山本監事）新会員管理システムの導入や各
種規則の制定が進められており，学会運営は
効率化していると評価している．会員数の減
少が見込まれる中，運営や会員サービスが損
なわれない範囲で，今後も効率化をすすめて
もらいたい．

（岩部監事）若手活動が活発になっており，
学生等に良い影響が広がっていると思う．シ
ニア会員向けの内容も具体的な検討を進め
て，シニアの活躍の場を作ってほしい．様々
なリクエストや考え方を上手に汲み取って，
活動・活躍の場を作り，会員の満足度を上げ
てもらいたい．
以上，この議事録が正確であることを証する
ため，議長，副議長および出席監事，理事は
次に記名・捺印する．

2025年5月14日
一般社団法人日本地質学会

理事：議長　高野　修
理事：副議長　野田　篤

代表理事：会長　山路　敦
理事：副会長　杉田律子
理事：副会長　星　博幸

監事：山本正司
監事：岩部良子

理事：出席理事名（省略）

2024年度
第11回ࣥߦཧࣄ会議ࣄ࿥

日程：2025年4月19日（土）10:00-12:14
　　　【WEB会議】
出席：山路　敦，杉田律子，亀高正男，岩井

雅夫，内尾（保坂）優子，大坪　誠，
尾上哲治，加藤猛士，小宮　剛，坂口
有人，高嶋礼詩，細矢卓志，松田達
生，矢部　淳，山口飛鳥

監事：岩部良子
欠席：星　博幸，内野隆之，辻森　樹，山本

正司（監事）
事務局　澤木
＊定足数（過半数：10）に対し，執行理事15

名の出席
＊前回24-10議事録案は，本執行理事会にて

承認された．

ใ߲ࣄࠂ（ཧࣄ会ใࠂͷ֬ೝ）
1. 全体的報告
 ・3/18（火）第16回 地理学連携機構，地理

関連学会連合，人文・経済地理関連学会協
議会合同総会参加報告（亀高常務出席）．

大学共通テスト科目「地理総合」・「地理探
究」の動向や3団体の一本化などの議論が
あった旨報告があった．

2. 運営財政部会（加藤・細矢）
1）総務委員会 
＜共催・後援依頼，他団体の募集，連絡等＞
 ・科学技術振興財団より「青少年のための科

学の祭典2024」の終了報告があった（日本
地質学会後援）．2024/6/8-2025/1/26開催，
来場者総数120,399名．

 ・科学技術振興財団より「青少年のための科
学 の 祭 典2025」 各 大 会（2025/6/14-
2026/1/25，全国29都道府県42会場で開催）
への後援依頼があり，承諾した．

 ・地質調査総合センターより令和7年度運営
体制の挨拶があった．センター長：中尾信
典，副総合センター長：藤原　治（新任）
ほか．

＜会員＞
1. 今月の入会者：賛助会員１社，正会員8名

（一般2，シニア1，学生5）
賛助会員：株式会社地球科学総合研究所
正会員一般：黄　文成，片桐貴浩
正会員シニア：堀越　徹
正会員学生（単年度2名，2年パック1名，3年
パック2名）：佐野友洋，辻　光彦，若山和
真，窪田虎太朗，本田　花
2. 今月の退会者：なし
3. 今月の逝去者：1名
正会員シニア：橋本邦俊（逝去日：2025年2
月21日）
4. 2025年3月末会員数
賛助36，名誉34，ジュニア会員6，正会員
3022［ 内 訳　 一 般1935， シ ニ ア818， 学 生 
269］，合計　3098（昨年比-3）
5. 2025年度永年会員顕彰者（89名） 
70年：2名，60年：6名，50年：42名，40年：
39名　を回覧資料で氏名にて確認した．
6. 前回（12/14）理事会以降の逝去者氏名（6
名）（　）の日付は逝去日
名誉会員（1）杉村　新（2025年3月1日）
正会員シニア（4）千代田厚史（2021年6月4
日），古川克彦（2024年11月27日），徳山英一

（2025年1月13日 ）， 橋 本 邦 俊（2025年2月21
日）
正会員一般（1）松原尚志（2025年3月6日）
7. 年度末退会者＆除籍者
①2024年度末退会者（81名），②2024年度末
除籍者（48名）を当日回覧資料にて氏名を確
認した．
＜会計＞特になし
＜その他＞
 ・学術大会参加登録費改訂：一般会員の事前

登録費を6000円→8000円に改定予定．その
ほかの下院種別についても改訂する．ただ
し，学部学生，名誉会員については据え置
き．

 ・フィールドノート増刷：一定の仕様を維持
しつつ，紙質を見直し3000部発行，販売価
格1000～1100円で進める方針．

 ・TEAMSによるファイル共有：ファイル共

有用ストレージとして6月の総会以降，各
種委員会，専門部会からの申請に基づき順
次開設予定．

3. 広報部会（坂口・内尾・大坪・松田）
1）広報委員会（坂口・内尾）
 ・学会ウェブサイトのリニューアル進捗に

ついて：仮サイトが完成し，最新情報表
示，スマートフォン対応などの機能が実装
済み．今後コンテンツ精査と微調整を進行
予定．

 ・SNS（旧Twitter）のフォロワー数が会員
数を上回ったことについても報告された．

4. 学術研究部会（辻森・尾上・高嶋・山口）
1）行事委員会（高嶋・山口）
 ・熊本大会では巡検案内書が順調に進行中．

トピックセッションはすべて採択済み．
 ・金沢大会はLOCが組織され，巡検案も進

行中．
2）専門部会連絡委員会（尾上）
2024年の活動報告について14部会から活動報
告を受領．構造地質部会からは未提出（→会
議後提出）．
3）国際交流委員会（辻森）
特になし
4）地質標準化委員会（内野）
特になし
5）学術戦略WG（尾上）
特になし
6）ショートコースWG（山口）
特になし．
5. 編集出版部会（小宮・辻森）
1）地質学雑誌編集委員会（小宮）

（1）編集状況報告（2025年4月16日現在）
 ・2025年投稿論文：16（昨年比-4）［内訳］

総説1（和文1），論説8（和文8），報告1
（和文1），レター 2（和文2），ノート1（和
文1），巡検案内書3
査読中31，受理済み1，入稿・校正中9，公
開4 

2）Island Arc編集委員会（辻森）
インパクトファクターが1.2程度となる見込
みとの報告．
3）企画出版委員会（小宮）特になし．
6. 社会貢献部会（矢部・岩井・坂口）
1）地学教育委員会（岩井）
大学入試センターへの意見書原案を作成・配
布済．特段の意見がなかったため提出予定．
2）地質技術者教育委員会（加藤）
シンポジウム報告およびYouTube公開の案
内．
3）生涯教育委員会（矢部）
理事会で「地質の日」イベント（5月予定）
について宣伝予定．
4）地震火山地質こどもサマースクール（岩
井）
特になし
5）地質の日（矢部）
 ・5/10（土）「地質の日」 オンライン一般講

演会について，坂口理事に協力いただき添
付のチラシを作成しWebページ等での広
報を行なっている．13の関連学協会に広報
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協力を依頼．
 ・5/11（日）街中ジオ散歩in Chiba「身近な

地形・地質から探る稲毛海岸の歴史」の申
し込みを4/15に締め切った．20名の応募が
あった．

 ・惑星地球フォトコンテスト第16回ほか入選
作品展示会を東京パークスギャラリー（上
野）で実施予定（5/13-25）．

7. その他執行理事会の下に設置される委員会
及び組織
1）利益相反マネージメント委員会（亀高）
特になし
2）若手育成事業検討WG（内野）
特になし
3）表彰制度検討WG（亀高）
特になし
8. 理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（矢部）
 ・日本ジオパーク学術支援連合（JGASU）

への学会選出委員について，委員の任期満
了に伴い，天野一男氏（ジオパーク支援委
員会委員長）を選出した旨報告（留任）．
任期は2025年5月1日～2027年4月30日．

2）地学オリンピック支援委員会（坂口）特
になし
3）支部長連絡会議（杉田）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
特になし
5）名誉会員推薦委員会（星）
本年度の推薦応募はなし
6）各賞選考委員会（亀高）特になし
7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（山
口）
特になし
8）法務委員会（亀高）
特になし
9）若手活動運営委員会（星）
活動報告および今後の計画について理事会で
説明予定．
9. 研究委員会
1）南極地質研究委員会（委員長　大和田正
明）
特になし
2）法地質学研究委員会（委員長 川村紀子；
杉田）
特になし

৹議߲ࣄ
1. 地質学雑誌等デジタルアーカイブ化につい
て（尾上）
地質学雑誌のデジタルアーカイブ化に関し
て，1956～1983年の論文を対象に英語アブス
トラクトのテキスト化およびアーカイブ化
を，1984～1998年の論文を対象に英語アブス
トラクトと日本語抄録のテキスト化およびア
ーカイブ化を行い，J-STAGE上に整備する
方針が了承された．テキスト化にかかる費用
については本年度予算に計上し，本日の理事
会において審議・検討を進めることとなっ
た．

2. 高等学校教科書（地学関係）に関する説
明・意見交換会の開催について（星）
2025年熊本大会において，高等学校教科書

（地学関係）に関する説明および意見交換会
を，ランチョン等の形式で開催する方向で検
討を進めることとなった．
3. 地球・資源分野JABEE委員会の事務局機
能の引継ぎ（加藤）
JABEE委員会の事務局を地質学会事務局内
に設置し，JABEEおよび構成学会との連携
事務ならびに本委員会の運営事業を担う方向
で検討を進めることとなった．活動の遂行に
際しては，地質学会の財政や事務局への過度
な負担が生じないよう，十分に配慮する．
4. シニア会員の活動について（杉田）
シニア会員が活躍できる場を創出・提供する
ため，今後，各担当業務部会において検討を
進めることとした．
5. 理事会資料の確認（亀高）
議事次第ならびに報告事項・審議事項・審議
資料の内容について確認を行った．

ίϝントࣄ؂
（岩部）本日の審議事項等に特段のコメント
はなく，午後の理事会を経て総会に向けた準
備を進めてほしいとの発言があった．

以上
2025年5月14日

一般社団法人日本地質学会
会長（代表理事）山路　敦

署名人　執行理事　亀高正男

2024年度
第12回ࣥߦཧࣄ会議ࣄ࿥

日程：2025年5月14日（土）18:30-00:00
　　　【WEB会議】
出席：山路　敦，杉田律子，星　博幸，亀高

正男，内野隆之，岩井雅夫，内尾（保
坂）優子，大坪　誠，加藤猛士，小宮　
剛，坂口有人，高嶋礼詩，細矢卓志，
松田達生，矢部　淳，山口飛鳥

監事：岩部良子
事務局　澤木
欠席：辻森　樹，尾上哲治，山本正司（監

事）
＊定足数（過半数：10）に対し，執行理事16

の出席
＊前回24-11議事録案は，本執行理事会にて

承認された．

ใ߲ࣄࠂ（ཧࣄ会ใࠂͷ֬ೝ）
1. 全体的報告
 ・125周年記念出版物「はじめての地質学
（2017年9月発行）」の増刷が決定した．6
刷，500部．累計9200部．

2. 運営財政部会（加藤・細矢）
1）総務委員会 

＜共催・後援依頼，他団体の募集，連絡等＞
 ・第68回粘土科学討論会（2025/9/10-12，産

総研臨海副都心センター）への協力依頼が
あり，後援として承諾した．

 ・科学教育研究協議会第71回全国研究大会
東京大会（2025/8/8-10，中央大学附属中
学校・高等学校）への後援依頼があり，承
諾した．

 ・2025年 度 日 本 地 球 化 学 会 第72回 年 会
（25/9/17-19，東北大学川内北キャンパス）
への共催依頼があり，承諾した．

 ・京都大学工学部水曜会より「水曜会誌」休
刊の連絡があった．

＜会員＞
1. 今月の入会者：正会員学生2名
正会員学生（3年パック（2名））
　中澤栄子），石垣暁正
2. 今月の退会者：3名
正会員一般（3）
　玄田貴之，松﨑　茜，固本悠杜
3. 今月の逝去者：1名
正会員シニア（1）
　有川隆一（逝去日：2025年4月14日）
4. 2025年4月末会員数
賛助：37，名誉：34，ジュニア会員：6，正
会員：3033［内訳 一般954，シニア891，学
生188］　合計　3110（昨年比-2）
＜会計＞
 ・5/16の週に会計および業務監査を実施予

定．
＜その他＞
 ・関東支部城ヶ島巡検（5/31-6/1）と清澄

FC（8/25-30）への学生半額補助適用希望
があった．

3. 広報部会（坂口・内尾・大坪・松田）
1）広報委員会（坂口・内尾）
 ・ジオルジュ 2025年前期号がまもなく発行

予定．5月号ニュース誌と合わせて会員へ
配布する．

4. 学術研究部会（辻森・尾上・高嶋・山口）
1）行事委員会（高嶋・山口）
 ・2025熊本大会巡検のコース一部変更：Aコ

ース（阿蘇火山：カルデラ形成噴火と後カ
ルデラ活動，案内者　宮縁育夫・星住英
夫）のコース内での小規模な変更が提案さ
れた．巡検費用については変更なし．（変
更理由）露頭の状況が以前と変化している
のと，全体的な時間を考慮して，行程を変
更する必要が生じた． 

2）専門部会連絡委員会（尾上）
特になし
3）国際交流委員会（辻森）
特になし
4）地質標準化委員会（内野）
特になし
5）学術戦略WG（尾上）
特になし
6）ショートコースWG（山口）
特になし
5. 編集出版部会（小宮・辻森）
1）地質学雑誌編集委員会（小宮）
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（1）編集状況報告（2025年5月13日現在）
 ・2025年投稿論文：21（昨年比-3）［内訳］

総説1（和文1），論説11（和文10,英文1），
報告1（和文1），レター 2（和文2），ノー
ト1（和文1），巡検案内書6
査読中30，受理済み6，入稿・校正中1，公
開12 

2）Island Arc編集委員会（辻森）
特になし
3）企画出版委員会（小宮）
特になし
6. 社会貢献部会（矢部・岩井・坂口）
1）地学教育委員会（岩井）
特になし
2）地質技術者教育委員会（加藤）
特になし
3）生涯教育委員会（矢部）
特になし
4）地震火山地質こどもサマースクール（岩
井）
特になし
5）地質の日（矢部）
 ・5/10（土）「地質の日」 オンライン一般講

演会を実施した．当日の同時接続者数は最
大203名，5/13現在までで1500回以上の視
聴があった．講演時間の超過・調整が課題
となった．講演会に関するアンケート調査
を実施中．23日までにアンケートに答えて
いただいた方にデスクトップ壁紙のプレゼ
ントする．

 ・5/11（日）街中ジオ散歩in Chiba「身近な
地形・地質から探る稲毛海岸の歴史」を幕
張海岸で実施し，19名の参加があった（1
名キャンセル）．概ね計画通りに実施でき，
参加者からも好評であった．リピーターが
一定数おり，新しい層に情報が届けられて
いないことが課題と感じられた．また，今
回のルートでは千葉県環境研究センターな
どとの連携についても今後の課題となっ
た．

 ・惑星地球フォトコンテスト第16回ほか入選
作品展示会を5/13より東京パークスギャラ
リー（上野）で実施中．

7. その他執行理事会の下に設置される委員会
及び組織

1）利益相反マネージメント委員会（亀高）
特になし
2）若手育成事業検討WG（内野）
特になし
3）表彰制度検討WG（亀高）
特になし
8. 理事会の下に設置される委員会
1）ジオパーク支援委員会（矢部）
 ・委員会を中心に取り組んできた出版企画
「大地と人の物語―地質学でよみとく日本
の伝承」（創元社）が6月に発売される見込
み．

2. 地学オリンピック支援委員会（坂口）
 ・日本地学オリンピック日本委員会より，第

18回大会の地質分野問題作成委員の推薦
依頼があり，会員1名を推薦した．

3）支部長連絡会議（杉田）
特になし
4）地質災害委員会（松田）
特になし
5）名誉会員推薦委員会（星）
特になし
6）各賞選考委員会（亀高）
特になし
7）ジェンダー・ダイバーシティ委員会（山
口）
特になし
8）法務委員会（亀高）
特になし
9）若手活動運営委員会（星）
 ・メーリングリスト的な会員同士で気軽な

コミュニケーションできる手段・ツールが
あると良いとの意見あり．

10）その他
特になし
9. 研究委員会
1）南極地質研究委員会（委員長　大和田正
明）
特になし
2）法地質学研究委員会（委員長 川村紀子；
杉田）
特になし

৹議߲ࣄ
1. 教科書シリーズの出版に向けた新事業につ
いて（提案）（星）
執行理事会として前向きに進めることが確認
された．教科書の内容については，従来の基
礎学問以外に分析手法やGISも検討してはと
の意見があった．冊子体（白黒）での出版を
予定しているが，授業等での活用を考慮し，
カラーの電子データ版も併せて用意してほし
いとの要望が出された．
2. 2025熊本大会シンポジウム企画の有無につ
いて（高嶋）
執行理事会としてシンポを企画するか否かを
検討した．熊本地震関連のテーマ案等も検討
したが，テーマ設定や必要性を十分に議論・
検討する時間がないことや，会場確保の問題
などもあり，今回は見送ることとした．ただ
し，今後，執行理事会，理事会として，十分
に企画を練って外部にアピールする内容のシ
ンポジウムを企画することは，重要であると
の意見があった．
3. 2027つくば大会会場選定について（高嶋）
経費と利便性の観点から2027年大会は，つく
ば国際会議場を会場に採用することとした．
ただし，現状案では広めの口頭発表会場が少
ないため，LOCに会場使用計画の再考を依
頼した．
4. AI利用に関する権利委託について（亀高）
地質学雑誌を始めとする学会の著作物をAI
の機械学習の用に供する際，権利の管理を学
術著作権協会に委託することを承認した．

ίϝントࣄ؂
（岩部）教科書シリーズの出版は，学生のみ
ならず社会人にも最新知見を得る機会となる
ため，是非，時間をかけて進めて欲しい．再
来年度のつくば大会は，今よりも費用がかか
ると思うが，参加費も含め，会員が満足でき
るようなものにして欲しい．

以上
2025年6月7日

一般社団法人日本地質学会
会長（代表理事）山路　敦

署名人　執行理事　亀高正男
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堆
積

地
質

　
　

４
．

海
洋

地
質

　
　

５
．

構
造

地
質

　
　

６
．

岩
石

　
　

７
．

火
山

　
　

８
．

応
用

地
質

　
　

９
．

環
境

地
質

　
　

1
0
．

情
報

地
質

　
　

 1
1
．

古
生

物
　

　
1
2
．

第
四

紀
地

質
　

　
1
3
．

環
境

変
動

史
　

1
4
．

鉱
物

資
源

専専
門門

部部
会会

のの
選選

択択
(任任

意意
)

　
　

１
．

層
位

　
　

２
．

堆
積

・
堆

積
岩

　
　

３
．

古
生

物
　

　
４
．

構
造

地
質

　
　

５
．

火
山

・
火

山
岩

　
　

６
．

深
成

岩
　

　
７

．
変

成
岩

　
　

８
．

鉱
床

地
質

（
金

属
・
非

金
属

）
  
　

９
．

鉱
床

　
　

1
0
．

鉱
物

　
　

1
1
．

燃
料

地
質

　
　

1
2
．

地
熱

　
　

1
3
．

第
四

紀
　

　
1
4
．

環
境

地
質

　
　

1
5
．

都
市

地
質

　
　

1
6
．

土
木

地
質

　
　

1
7
．

土
質

工
学

　
　

1
8
．

水
文

地
質

　
　

1
9
．

探
査

地
質

　
　

2
0
．

土
木

工
学

　
　

2
1
．

情
報

地
質

　
　

2
2
．

地
震

地
質

　
　

2
3
．

海
洋

地
質

　
　

2
4
．

地
球

物
理

　
　

2
5
．

地
球

化
学

　
　

2
6
．

地
質

年
代

学
　

　
2
7
．

地
理

　
　

2
8
．

地
学

教
育

　
　

2
9
．

考
古

学
　

　
3
0
．

そ
の

他
　

　
4
0
．

地
球

惑
星

興 興
味味

専専
門門

分分
野野

のの
選選

択択
((任任

意意
))　

あ
な

た
の

興
味

専
門

分
野

を
教

え
て

く
だ

さ
い

．
３

つ
ま

で
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

．
 （

該
当

す
る

項
目

に
○

印
を

付
け

て
下

さ
い

）

　
入

会
に

は
正

会
員

1
名

の
紹

介
が

必
要

で
す

．
近

く
に

紹
介

者
と

な
る

べ
き

会
員

が
い

な
い

場
合

は
そ

の
旨

お
申

し
出

く
だ

さ
い

．
ま

た
，

初
年

度
の

会
費

は
申

込
書

郵
送

時
か

ら
時

間
の

間
隔

を
お

か
ず

に
下

記
送

金
先

へ
速

や
か

に
ご

送
金

く
だ

さ
い

．
会

員
と

し
て

の
正

式
登

録
は

，
入

会
承

認
後

，
初

年
度

会
費

の
入

金
を

確
認

し
た

上
で

行
い

，
N

ew
s誌

の
送

付
（
4
月

号
か

ら
）
を

開
始

い
た

し
ま

す
．

申
込

書
郵

送
先

：

学
会

費
送

金
先

：

会
費

年
額

：

□
 正

　
会

　
員

　
（
□

 一
般

　
　

□
 シ

ニ
ア

 　
 □

 学
生

)
□

 ジ
ュ

ニ
ア

会
員

　
　

　
　

　
　

　
　

※
1
：
シ

ニ
ア

会
員

は
，

入
会

年
度

の
4
月

1
日

時
点

で
6
5
歳

以
上

の
か

た
を

対
象

と
し

ま
す

(4
/
2
以

降
に

6
5
歳

に
な

る
方

は
次

年
度

か
ら

シ
ニ

ア
会

員
と

な
り

ま
す

)．

学
生
証
の
写
しを

ここ
へ
貼
付

『学
生
会
員
』入

会
希
望
者
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不備返却先
　三井住友カード株式会社
　Sライン口座振替係

（金融機関へのお願い）

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
銀
行

ゆうちょ銀行
お 届 け 印

お届け印（捨印）
ゆうちょ銀行を除く

振替日
（払込日）

記号（6桁目がある場合は※欄にご記入下さい）

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。

（金融機関用）

三井住友カード株式会社
（旧SMBCファイナンスサービス）

三井住友カード

取
扱

店 日

附
印

※

三井住友カード株式会社

三井住友カード株式会社

令和　　年　　月　　日
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の
り
し
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の
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し
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の
り
し
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東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町
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